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蜜欝磯おっプく不動礒
　　松之寅温泉に名所が憲たひとつ…一・P重0

緩欝弩の繍灘》

罫羅嬢雛灘農灘舞灘欝凄
　～13年度聴の禽辮状混を報露します～鰹P2～5

ヂ欝灘灘爆憲欝愈濃
　～この冬の除雲議懸について～　撫P6

繍羅露愈欝繋毒灘
　～奮併に翻する簸紙嫡報～　鋳P8

犠欝繋鱒搬難爵鱗灘
　～毒町村含磁を考える講演会醐催～　夢PU

罫繊欝鱗λ辮薄簸諺
　～新年度保欝斯入駈園兇を葬集しています～　撫P穏

　　　　　　　　一欝難燕雛・、、灘

　　　　　≧ねはいっ総・何？

　　　「輸」をテーマ控松高生が目指したものとは一一円0
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おめでた（出生）
キノおう

柊佑ちゃん　　蕎橋真世・邦子さん

　　　　　　　　　天水島（山根〉

　＊美0月細から王0月30蹟までの麗患分です。

　＊広報に載せてほしくない方は、掻串の時

　に窓1コにお謡ください。

四＠蓬漁『

　　　　io月3i獲現控
総人口

　男
　女
鍵帯数

3，沁8入（＋三〉

工，509人（＋3）

王，599人（一2〉

1，io5戸（＋！〉

（）内は離月との比較

町民憲章　昭穐，、隼ア月罐

わたしたちは松之出町浅です。郷圭：を愛し、

みんなでよりよい簿づくりをしよう。

町渓の倉誘葉

　　1、美しい緑と蜜の中で
　　　　　　　心豊かな人になろう
　　1、ブナの梢が触れ合うように

　　　　　　　連体の心をもとう
　　王、湧きいづる湯泉のように

　　　　　　　餓造のカを轟めよう

温泉定傭日

温劇2ン9一ξ翠の湯

”臼 24・28
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32目 f2・26
　　　、燃鰍蝦蝦鞭　贈．欝醐

霊2縁2日より1
冬繍閉鎖

臼本の植物蛋態を脅かすセイタカアワダチソウ

　　（湧手地内で撮影・闘遽記事R5〉

輸＠融輸》卜⑨暑
　　　　　　　　　　　　　松建｛お保拶駈　うさ護纏

疲鰻

鞠鱒藪

ゆうだし、（弟〉ごぽ（がな塀ご游れこ

し、る（じこ≧ろちガきました。

　　　　　〆
　彊駄職繍誕

おのづかゆきのさん
　（潟出・ヤマキヤ）

おのづかたいがくん

　（藤禽・豊則）

鎚磯ノ麟栖

ll篠鮎’

εやガ㌔ぢゃれ亡1わたし亡1あやちゃれガ

なわごびちしこひるご2ろ。
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平成13年度決雛鰻欝

難麟鯉麟働鱗i蟹醜醗

麟騰健康傑験特溺禽講
　　　　　　　　　主な内容

ロ歳λ計2億7，998万4千円i■歳出欝2徳6，03ア万1千円

圏蔑健康保険税

　　　　　　7，492万円

騒庫貰出金
　　　で億1，ア93万9千円

療養給付費交付金
　　　　　1，988万9千円

一般会欝繰入金
　　　　2，璽92万9千円

基金繰入金　　2，000万円

繰越金　　　　　璽，2簾5万9千円

i　保険総付費
i　　　　　　マ億3，646万円

i　老人保健鎚出金
i　　　　　　　7，077万8千円

i介護給付金

i　　　　で206万2千円
i　診療駈勘定繰出金
…　　　　　　　　　　　　　　3，261フヲ4予円

…
…

　　鰯罵鰹譲繰験特灘金欝
　　《灘欝諺療鰹鍛総識嶽譲療鱗雛総》

　　　　　　　　　主な内容

口歳入欝’　2億肇，8得万』7予円　i讃歳出欝「2億等，450万円7千円

診療収入　　　　　i
　　　1億2，88誕）万8千円　　1

事業勘定繰入金　　　　　i
　　　　3，26等万4千円i

一般会欝繰入金　　　　　i
　　　　4，22等万8千円i

町　　｛責　　　　　　　　850万円　＝

総務費　　壌億919万4千円

践業費　　8，739万汗円

公債費　　　簾，786万5千円

灘人課健特灘毒欝
主な内容

鑓歳入欝　4億7，368万7千円

支払基金交付金
　　　　3億2，776万汗円

騒庫支畠金

i鐘歳畠欝　4億6，4妬万円6千円

i　贋療瀦費
i　　　4億5，6ア砺4千円

　　　　9，838万3千円i

果支出金　　　　　　　i
　　　　之383万4千円i

一般会計繰入金　　　　　i

　　　　a370万8平円i
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羅讐命護サー総ス事業特灘金謙

　　　　　　　　　主な内容

0歳入計　　　3，000万3予円i纏歳出欝

介護給慰費収入　　　　　i　総務費
　　　　　　　之803万円i

一般会計繰入金　　　　　i
　　　　　　簾嬬万4千円i

購甥寒遠霧難特溺禽欝
主な内容

日歳入欝　2億8，2簾3万7千円i編歳出計　2億7，788万9千円

水道使周料

　　　　7，ア総万汗円

国庫支識金

　　　　3，918万5千円

一般会欝繰入金
　　　　6，586フヲ9千円

基金繰入金　　　800万円

受耗事業叡入
　　　　4，339万2『F円

購　　｛養　　　　　　　4，270フヲ円

i　簡易水遵管理費
i　　　　5283万2千円

i　簡易水道施設建設費
三　　　　　等億6，844万5千円

i　公籏費　　　5，661万1千円

…

i　　　麟
　　　　　ハ　　　ヘ
i　　　　　●⑭O
i　　　　　　）

…

饗承遠事業特灘愈謙
主な内容

こ：｝歳入欝　　2億4，222万7千円

　分担金

　　　　　綿42万5千円

下水使綿料
　　　　　4、343万7千円

團庫支繊金
　　　　　2，549万2千円

i雛融慰2憾2β72万6千円

1　下水道総務費

i　　　　　　　2，692万肇千円

i　下水遵施設管理費

1　　　ぐ3購9千円
i　下水道建設費

i　　　　6，991万7華円

　　　玉億1，443万2千円i

繰越金　　　2，266万2千円i

購　憤　　　　　1，730万円i

一般会翫繰入金　　　　　i　公傭費　　　8，076万9千円

　o■　，

簿

2，9肇7万4千円

2，9筆7万4千円

介護鎌険特灘金欝
主な内容

口磯入欝　3億2，247万8千円

介護保陰料
　　　　　3，06Gフヲ8『F円

国庫支鐵金

　　　　　7，845万8千円

　支払基金交付金
　　　　　9，732万6千円

　漿支出金
　　　　　3，580フヲ3千円

　一般会讃繰入金
　　　　　5，623万9千Fi

　基金繰入金
　　　　　2，肇5ア万壕千円

i露歳鐵欝　3億a2肇4万2千円

…　　総務費　　　　2，璽8竃万2千円

コ

“　保険給付費

i　　2㈱謝珊千円
…

i諸支出金
・　　　　　　　　　　　　　5～G万4千円

…

…
…

…
…

…
…
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翻購鎚露認 鐡
輸
魑
翻

　9月定例議会で承認された平成璽3駕度の町一般会計・特

劉会計決算についてお知らせします。一般会計では性質別

による歳入・歳出をごらん頂くため、票に報告する決算統

計の数値を使罵しました。また現在町が持っている6つの

特別会計については主な項目による収支を表示しました。

（挙位1モ円）

　　　　町債
　　　　440，000（捻ア％〉

　　　　粟支患金

議
　　　　488，89筆（季4」％）

　　　　　　地方消費税交付金
　　　　　　　　3Qβ47（0。9％）

　　　　　　地方譲与税
　　　　　　　　4等，290（蓬，2％）

　　　　　　その絶各種交付金
　　　　　　　　38，ア22（筆，塗％）

　　　　　　國庫支出金
　　　　　　　　66，798（肇』9％）

【歳入ユ

　歳入で簸も大きな翻合を占めるのは麟から交村される

地方交付税ですが、園の劔度見直しにより葎々減少してい

ます．13無度は蔚年より1億三，200万円少なくなりました。

次に多いのは県支鐡金で、事業に対する県からの補助金で

す。次に簿債で、これは町の建設事業を行うために町がす

る儲金です。鵬番欝が時税で、みなさんから納税していた

だいた住鼠税や露建資産税などです．

　松之由町の歳入はこのように霞主財源が少なく、大部分

を歓存財源に頼っています。そのため審業を行う場合も羅

や県の補助事業を活罵し、町績も返済金を交付金で支給さ

れるr過辣債」など有利な趨債を儲りるようにしています。

　購税
23爲ア9（a7％〉

積立金
　　321（0．O篭％）

貸付金
　　6，00Q〈Q2％）

維持補修費
　遷64，099（4．9驚〉

投資及び畠資金

　　347（α01％）

繰串金
338，29電（でαO％）

諸収入　　　　繰入金
　44，765（鴇％）　　茎35，979（鉱9％〉

分担金及び負撞金　　使罵料及び手数料

　24，9等2（α7％）　　　　　91．12ア（2，6％）

繰入金　　　　　財産収入・寄付金
　10〆433（03％〉　　　　　　14，532（0，4％）

補助費
67簾，944（19．9％）

物件費
4等6，910G2，9％）

挟助費
32，9簾1〈1ρ％）

公債費
3遷4，695（93％〉

災害復澱費
49，752（璽5％）

【歳出】

　歳出で最も大きな警睦奮を右めたのは人偉費です、人件費

には議鰻や委嚢の報醐、それと町職員の給与が倉まれてい

ます。ただ入件費はn年度をピークに隼々減少しています。

　次は補助費で、衛盤施設維合や溝防の負撞金など一部事

務総合への負擾金と、串由間地藏接交払鰯度補勘金が薫な

ものとなります。つづいて建設事業費で、道路改良や農業

基盤整備です、捻年度はゲートボール場の建設がありまし

た、次に滴耗品や事務の電算婁託料等が倉ま1れる物件費、

さらに特別会讃への繰り餓し金、町の借金の返済金である

公績費と続きます。

　人件費や公債費などの義務的経費は年々減少していま

すが、逆に下水道会讃や介蔑保険会譜などの特別会翫への

繰り出し金が増えているため、投資的経費は5～6年爾と

比較すると約三分の一となっています、

◇臼主財源

　覇が臼孟釣1こ載入できる
　財源でず．晒髭（麟浅税や霞

　建麟産税など）、翁摂叢、舞

　擾盆、手数鵜、財産鰻入、譲

　鰻入などがあり濠窟．

◇依薄財源
　地潜交鯵税、麗藤支串盆、

　戴責墨盆、蓮湾譲毒税、購鱗

　（鯨の懸霊〉などの眼入でず．

◇義務的経費

　行敵琶懸め菊ぬでζう）

　ても必要な経饗をいい、鑑

　慧に潮織できないもの葦い

　い薮す。

◇投資的経費

　施設葦建毅し薦り、適艶
　や掌綬など難整購ずるため

　の縫蜜盤いい、ぞの魏漿が

　将架1こ残るものに葵出され

　る縫擬です．

◇物件費

　雛叢や臓舞、公嬢鷲、騰総

　費、婁託親など消蟹鯵盤質

　の綬舞の緒称蟹いい蒙サ。

◇狭艶費

　鋤や各種法禽に墨づき扶
　髄される搭に対して支出サ

　る経饗で、蝿雛夢灘や銭療

　費跡成など籔いいます．

◇公債費

　建物の建設や遷題の整備
　なご、一跨鮒に多額の轟翁

　を必璽iと寧る場倉に、麟や

　金融機鯛から購り灘お盆蟹

　題ずための経欝をいい濠ず．

◇繰出金

　瞬が捲っている特溺盆激
　に対して、一毅盆謙から董

　出ずる縫費をいい濠ず、峯

　旗遇や☆譲1衆験特尉盆欝な

　ど1こ繰り慮してい濠ず．
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平成13年度決雛鰻欝

難麟鯉麟働鱗i蟹醜醗

麟騰健康傑験特溺禽講
　　　　　　　　　主な内容

ロ歳λ計2億7，998万4千円i■歳出欝2徳6，03ア万1千円

圏蔑健康保険税

　　　　　　7，492万円

騒庫貰出金
　　　で億1，ア93万9千円

療養給付費交付金
　　　　　1，988万9千円

一般会欝繰入金
　　　　2，璽92万9千円

基金繰入金　　2，000万円

繰越金　　　　　璽，2簾5万9千円

i　保険総付費
i　　　　　　マ億3，646万円

i　老人保健鎚出金
i　　　　　　　7，077万8千円

i介護給付金

i　　　　で206万2千円
i　診療駈勘定繰出金
…　　　　　　　　　　　　　　3，261フヲ4予円

…
…

　　鰯罵鰹譲繰験特灘金欝
　　《灘欝諺療鰹鍛総識嶽譲療鱗雛総》

　　　　　　　　　主な内容

口歳入欝’　2億肇，8得万』7予円　i讃歳出欝「2億等，450万円7千円

診療収入　　　　　i
　　　1億2，88誕）万8千円　　1

事業勘定繰入金　　　　　i
　　　　3，26等万4千円i

一般会欝繰入金　　　　　i
　　　　4，22等万8千円i

町　　｛責　　　　　　　　850万円　＝

総務費　　壌億919万4千円

践業費　　8，739万汗円

公債費　　　簾，786万5千円

灘人課健特灘毒欝
主な内容

鑓歳入欝　4億7，368万7千円

支払基金交付金
　　　　3億2，776万汗円

騒庫支畠金

i鐘歳畠欝　4億6，4妬万円6千円

i　贋療瀦費
i　　　4億5，6ア砺4千円

　　　　9，838万3千円i

果支出金　　　　　　　i
　　　　之383万4千円i

一般会計繰入金　　　　　i

　　　　a370万8平円i
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羅讐命護サー総ス事業特灘金謙

　　　　　　　　　主な内容

0歳入計　　　3，000万3予円i纏歳出欝

介護給慰費収入　　　　　i　総務費
　　　　　　　之803万円i

一般会計繰入金　　　　　i
　　　　　　簾嬬万4千円i

購甥寒遠霧難特溺禽欝
主な内容

日歳入欝　2億8，2簾3万7千円i編歳出計　2億7，788万9千円

水道使周料

　　　　7，ア総万汗円

国庫支識金

　　　　3，918万5千円

一般会欝繰入金
　　　　6，586フヲ9千円

基金繰入金　　　800万円

受耗事業叡入
　　　　4，339万2『F円

購　　｛養　　　　　　　4，270フヲ円

i　簡易水遵管理費
i　　　　5283万2千円

i　簡易水道施設建設費
三　　　　　等億6，844万5千円

i　公籏費　　　5，661万1千円

…

i　　　麟
　　　　　ハ　　　ヘ
i　　　　　●⑭O
i　　　　　　）

…

饗承遠事業特灘愈謙
主な内容

こ：｝歳入欝　　2億4，222万7千円

　分担金

　　　　　綿42万5千円

下水使綿料
　　　　　4、343万7千円

團庫支繊金
　　　　　2，549万2千円

i雛融慰2憾2β72万6千円

1　下水道総務費

i　　　　　　　2，692万肇千円

i　下水遵施設管理費

1　　　ぐ3購9千円
i　下水道建設費

i　　　　6，991万7華円

　　　玉億1，443万2千円i

繰越金　　　2，266万2千円i

購　憤　　　　　1，730万円i

一般会翫繰入金　　　　　i　公傭費　　　8，076万9千円

　o■　，

簿

2，9肇7万4千円

2，9筆7万4千円

介護鎌険特灘金欝
主な内容

口磯入欝　3億2，247万8千円

介護保陰料
　　　　　3，06Gフヲ8『F円

国庫支鐵金

　　　　　7，845万8千円

　支払基金交付金
　　　　　9，732万6千円

　漿支出金
　　　　　3，580フヲ3千円

　一般会讃繰入金
　　　　　5，623万9千Fi

　基金繰入金
　　　　　2，肇5ア万壕千円

i露歳鐵欝　3億a2肇4万2千円

…　　総務費　　　　2，璽8竃万2千円

コ

“　保険給付費

i　　2㈱謝珊千円
…

i諸支出金
・　　　　　　　　　　　　　5～G万4千円

…

…
…

…
…

…
…
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平成盤年度決簿1盤盤菱

翻購鎚露認 鐡
輸
魑
翻

　9月定例議会で承認された平成璽3駕度の町一般会計・特

劉会計決算についてお知らせします。一般会計では性質別

による歳入・歳出をごらん頂くため、票に報告する決算統

計の数値を使罵しました。また現在町が持っている6つの

特別会計については主な項目による収支を表示しました。

（挙位1モ円）

　　　　町債
　　　　440，000（捻ア％〉

　　　　粟支患金

議
　　　　488，89筆（季4」％）

　　　　　　地方消費税交付金
　　　　　　　　3Qβ47（0。9％）

　　　　　　地方譲与税
　　　　　　　　4等，290（蓬，2％）

　　　　　　その絶各種交付金
　　　　　　　　38，ア22（筆，塗％）

　　　　　　國庫支出金
　　　　　　　　66，798（肇』9％）

【歳入ユ

　歳入で簸も大きな翻合を占めるのは麟から交村される

地方交付税ですが、園の劔度見直しにより葎々減少してい

ます．13無度は蔚年より1億三，200万円少なくなりました。

次に多いのは県支鐡金で、事業に対する県からの補助金で

す。次に簿債で、これは町の建設事業を行うために町がす

る儲金です。鵬番欝が時税で、みなさんから納税していた

だいた住鼠税や露建資産税などです．

　松之由町の歳入はこのように霞主財源が少なく、大部分

を歓存財源に頼っています。そのため審業を行う場合も羅

や県の補助事業を活罵し、町績も返済金を交付金で支給さ

れるr過辣債」など有利な趨債を儲りるようにしています。

　購税
23爲ア9（a7％〉

積立金
　　321（0．O篭％）

貸付金
　　6，00Q〈Q2％）

維持補修費
　遷64，099（4．9驚〉

投資及び畠資金

　　347（α01％）

繰串金
338，29電（でαO％）

諸収入　　　　繰入金
　44，765（鴇％）　　茎35，979（鉱9％〉

分担金及び負撞金　　使罵料及び手数料

　24，9等2（α7％）　　　　　91．12ア（2，6％）

繰入金　　　　　財産収入・寄付金
　10〆433（03％〉　　　　　　14，532（0，4％）

補助費
67簾，944（19．9％）

物件費
4等6，910G2，9％）

挟助費
32，9簾1〈1ρ％）

公債費
3遷4，695（93％〉

災害復澱費
49，752（璽5％）

【歳出】

　歳出で最も大きな警睦奮を右めたのは人偉費です、人件費

には議鰻や委嚢の報醐、それと町職員の給与が倉まれてい

ます。ただ入件費はn年度をピークに隼々減少しています。

　次は補助費で、衛盤施設維合や溝防の負撞金など一部事

務総合への負擾金と、串由間地藏接交払鰯度補勘金が薫な

ものとなります。つづいて建設事業費で、道路改良や農業

基盤整備です、捻年度はゲートボール場の建設がありまし

た、次に滴耗品や事務の電算婁託料等が倉ま1れる物件費、

さらに特別会讃への繰り餓し金、町の借金の返済金である

公績費と続きます。

　人件費や公債費などの義務的経費は年々減少していま

すが、逆に下水道会讃や介蔑保険会譜などの特別会翫への

繰り出し金が増えているため、投資的経費は5～6年爾と

比較すると約三分の一となっています、

◇臼主財源

　覇が臼孟釣1こ載入できる
　財源でず．晒髭（麟浅税や霞

　建麟産税など）、翁摂叢、舞

　擾盆、手数鵜、財産鰻入、譲

　鰻入などがあり濠窟．

◇依薄財源
　地潜交鯵税、麗藤支串盆、

　戴責墨盆、蓮湾譲毒税、購鱗

　（鯨の懸霊〉などの眼入でず．

◇義務的経費

　行敵琶懸め菊ぬでζう）

　ても必要な経饗をいい、鑑

　慧に潮織できないもの葦い

　い薮す。

◇投資的経費

　施設葦建毅し薦り、適艶
　や掌綬など難整購ずるため

　の縫蜜盤いい、ぞの魏漿が

　将架1こ残るものに葵出され

　る縫擬です．

◇物件費

　雛叢や臓舞、公嬢鷲、騰総

　費、婁託親など消蟹鯵盤質

　の綬舞の緒称蟹いい蒙サ。

◇狭艶費

　鋤や各種法禽に墨づき扶
　髄される搭に対して支出サ

　る経饗で、蝿雛夢灘や銭療

　費跡成など籔いいます．

◇公債費

　建物の建設や遷題の整備
　なご、一跨鮒に多額の轟翁

　を必璽iと寧る場倉に、麟や

　金融機鯛から購り灘お盆蟹

　題ずための経欝をいい濠ず．

◇繰出金

　瞬が捲っている特溺盆激
　に対して、一毅盆謙から董

　出ずる縫費をいい濠ず、峯

　旗遇や☆譲1衆験特尉盆欝な

　ど1こ繰り慮してい濠ず．
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平成捻年度決算報欝

　　　　　　　　　　　　　働

　　　　　　　蟹

躍篭
【
基
　
金
】

　
基
金
に
は
使
飛
目
的
を
翻
鰻
さ
れ
ず
に
僅
え
る
「
財
政
調
整
基
金
｝

と
、
そ
の
欝
的
以
外
に
は
使
絹
で
き
な
い
「
特
驚
目
的
基
金
」
が
あ
り
、

た
と
え
ば
腐
校
生
短
槻
海
外
硯
修
基
金
を
施
設
の
建
設
な
ど
に
は
使

駕
で
き
ま
せ
ん
。
そ
し
て
基
金
を
取
り
崩
さ
ず
に
黛
し
付
け
等
で
使
爾

す
る
奨
学
金
基
金
の
よ
う
な
榊
、
定
額
運
爾
基
金
」
と
が
あ
り
ま
す
．
ま
た

琳
般
会
計
だ
け
で
な
く
、
喬
特
別
会
欝
に
も
そ
れ
ぞ
れ
基
金
が
あ
り
ま
す
。

　
R
招
年
度
の
基
金
・
瞬
般
会
計
で
は
、
肉
照
隼
遜
入
事
業
基
金
が
貸

し
付
け
の
返
済
分
と
し
て
6
7
万
円
を
積
み
立
て
ま
し
た
が
、
そ
の
勉

の
基
金
の
増
額
分
は
利
子
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
遵
に
取
り
崩
し
て

事
業
に
使
爾
し
た
基
金
は
、
購
績
管
理
基
金
か
ら
6
1
万
円
を
儲
金
の

返
済
に
、
圏
校
生
頬
期
海
外
硯
修
基
金
か
ら
は
2
1
9
万
円
、
さ
ら
に

特
定
農
由
越
地
域
市
晦
栂
活
動
支
援
基
金
か
ら
三
7
3
万
円
を
事
業

に
使
期
し
て
い
ま
す
。

　
特
劉
会
激
で
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
取
り
崩
さ
れ
て
い
家
す
。
圏

保
会
誹
の
財
政
調
整
基
金
が
2
0
0
0
万
円
、
簡
易
水
道
会
誹
が
8
0

0
万
円
、
介
護
保
険
円
滑
灘
入
基
金
が
1
2
5
6
万
円
、
そ
し
て
介
護

給
付
費
準
備
基
金
が
9
0
ユ
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
い
づ
れ
も
蕾
し
い
財
政
運
営
を
迫
ら
れ
て
い
る
た
め
、
積
み
立
て
で

き
ず
に
取
り
崩
し
て
収
入
不
是
を
補
っ
て
い
る
状
溌
で
す
。

【
町
　
債
】

　
「
町
債
」
と
は
町
が
す
る
借
金
の
こ
と
で
す
。
憲
に
道
踏
や
建
物
の
建

設
な
ど
で
一
時
的
に
多
額
の
金
額
が
必
要
な
場
合
に
行
い
ま
す
が
、
中

に
は
凧
般
財
源
と
し
て
自
由
に
使
え
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
町
の
借
金
の
残
蕩
は
全
会
欝
舎
わ
せ
て
4
7
億
5
4
9
万
円
有
り
、

筋
年
度
よ
り
も
工
億
6
7
1
6
万
円
壇
撫
し
て
い
ま
す
。
こ
の
内
駅

は
、
増
舶
分
と
し
て
酬
般
会
謙
で
三
億
8
1
9
1
万
円
増
、
簡
易
水
道

会
欝
で
5
三
5
1
万
円
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
遵
に
減
額
分
と
し
て

は
、
薗
保
会
欝
で
診
療
所
建
設
の
返
済
が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
7
違
5
万

円
の
滅
、
下
水
遵
会
欝
で
は
建
設
が
終
わ
り
今
後
は
返
済
の
み
と
な
る

こ
と
か
ら
5
8
8
2
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

起僕事業の例　兎口地内で建設が進む統禽簡水浄水場

会計
η。簾％

欝
鯛
道
円

簡
1

計
鴻
計
鍛

水
5
0

下

険
円

介護

　コ4

4

債
鰯
町
欄

計
鴻

国保
2，552

謄⑳磁趨翻臆次のものがあり灘．

●町贋蟹運墓金　　　　　●ふるさと創生基金

●地域：福祉墓金　　　　　●ふるさと水と土保金墓金

●土地開発基金　　　　　O高校生短期海外磧修墓金

●ふるさとの森事業基盆　O薗浅健康保険事業運営基金

○肉薦牛導入事業墓金　　●町管施設積立墓金

●奨学金基金　　　　　　●芸衛文化振興基金

●圏浅鐸金印紙購翼基金　●特建農山粒地域活動支援墓金

●観光施設整薦基金

職王3年度決、雛鵜！1窒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　況　　　　　　　　　　　　　　　　状　　　　　　　　　　　　　　識　　　　　　　　　　⑦財

　　　　　　　誌　　　螢毅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　縫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　耀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　認

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瞳
　　　　　　　　　　　　　　　　箇
　　　　　　　　　　　　繊　　　　　　　　　鍛　　　　　　蕩　　　毒　縄
’

⑳　　
　
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は
、
あ
る

　
　
　
時
点
で
の
資
産
と
負
債
の
憐

報
を
見
て
、
町
の
財
政
状
溌
が
健
全

か
ど
う
か
を
掘
握
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。轡　　
　
業
で
は
、
「
黛
借
対
照
表
漏
と

　
　
　
し
て
従
来
か
ら
利
期
し
て
い

る
会
誹
手
法
で
す
が
、
圏
や
趨
治
体

で
は
公
会
欝
麟
度
が
取
ら
れ
て
い
る

た
め
、
資
産
や
負
債
の
内
容
が
別
々

に
管
理
さ
れ
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は

利
期
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

こ
数
年
、
企
業
経
営
的
な
観
点
か
ら

財
政
状
況
を
掘
握
し
行
政
運
営
に
生

か
す
た
め
、
全
翻
の
斎
簿
粒
で
こ
れ

を
作
成
し
て
公
醐
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

⑪　　
　
で
は
年
度
末
現
荏
で
作
成
し

　
　
　
て
い
ま
す
。
表
の
よ
う
に
、
左

側
に
「
資
産
の
部
』
と
し
て
支
患
に
基

づ
い
て
形
成
さ
れ
た
資
産
、
い
わ
ば

資
金
の
使
途
を
表
示
し
、
窟
側
に
「
負

債
の
部
」
と
し
て
こ
れ
を
賄
う
収
入

に
あ
た
る
町
績
な
ど
の
負
嬢
と
、
こ

れ
ま
で
の
鍵
代
の
負
握
で
あ
る
税
や
、

麟
・
県
か
ら
の
支
患
金
な
ど
を
「
正
味

資
産
の
部
」
と
し
て
表
示
し
て
い
ま
す
。

趨
　
　
　
の
表
に
お
い
て
、
蕊
側
（
資
産
）

　
　
　
と
右
側
く
負
憤
＋
正
陳
資
産
）

の
合
計
額
は
必
ず
一
致
す
る
こ
と
か

ら
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

松之山町のバランスシート〈職1岬銅3ユ腰在〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千縛）

勲講

難

㎜
「
溌
動
興
贋
」
に
区
分
さ
れ
て
い
濠
す
。

欄’
喜
蒙
箋
き
装
瓦
　
　
　
　
　
　
　
き
き
嚢
石
竃

　
　
晦
の
職
轟
が
鋒
度
来
に
盆
鰻
退

　
職
し
た
鰯
禽
の
退
職
金
の
合
謝
額

　
で
ず
。
輿
醗
今
払
う
も
の
で
は
あ
り

押
　
謹
せ
ん
が
、
将
釆
発
盤
ず
る
も
の
と

　
し
て
負
贋
に
翫
よ
し
て
い
蒙
ず
．

婁

嚢
萎
妻
芝

　
地
方
贋
の
う
ち
、

鞭
奪
返
済
が
確
建
し

て
い
る
額
が
こ
こ
に

蚤
さ
れ
て
い
慧
葉
。

　
鱒
の
翼
産
形
成
の
財
源
と
し
て
こ
れ
藤
で
に

ず
で
に
隻
払
い
済
み
の
盆
額
萱
い
い
．
國
・
銀
補

動
金
や
購
税
・
地
方
交
帽
税
な
ど
が
あ
り
濠
ず
。

盆
額
は
蕎
形
圏
窟
翼
産
と
翻
嫌
に
、
織
緬
償
却

に
よ
る
残
葎
鰯
格
の
禽
計
と
な
つ
て
い
濠
ず
。

　　　　　貸　　　方

麟縢麟
奪．園定負債

　（1）地方｛嚢　　　　　　　　　　　2，書24，664

　〈2）復務負担行為

　　①物件の購入費　　　　　　　0

　　②債務保誕又は損央補償　　　　o

　　　債務負担行為討　　　　　o

906，872

3，03蓬，536

（3〉退職金引当金

　画定負擬禽讃

　250，6響3

　　　　　0

250，6肇3

3、282，149

額
金
定
朗
予
充
欝

還
よ
合

懐
繰
優
譜

2．流動負債

（9翌無度

　（2〉翌葎麓

　　流動負

　　負債合

726，899

2，232，898

2，308，9肇6

5．268，ア驚3

隣難i難灘簸i－

1．麟簾支出金

2。都遭府県支出金

歌一般財源

疋味資巌禽翫

8，550，362負債・箆瞭資産含計

　　　借　　　方

藤灘麟1
1、有形霞定資産

　（竃〉総務費　　　　　　　507，829
　（2）罠生費　　　　　　　　　　　　　256ラ008

　（3）衛生費　　　　　　　馨70，746

（4）労働費　　　　　　　　　　0

（5〉農林水産業費　　2，81ア，150
　（6）商二【二費　　　　　　　　　　　　579，倭61

　（7）ニヒ木費　　　　　　　　　　　曝，628，8嘩5

　（8）5肖防費　　　　　　　　　　　　　　19，035

　（9〉教溝費　　　　　　　　　　　　葉，586，926

〈馨O）その地　　　　　　　　τ，024

　　　計　　　　　　　　　　　　　ア、566，694

　　〈うち土地　　　　　　　　　　　734、75簾）

有形圃定資産禽欝　　　7，566，694

鉱投資等
　（孝）投資及び出資金　　　89，439
　（2〉貸｛寸金　　　　　　　　　　　　　　30，000

　③棊金
　　①特定爵的金　　　　361β83
　　②土地開発基金　　　　56．650
　　③定額運吊基金　　　35，4税
　　　基金計　　　　　　　　453，8簾4

　　投資等合欝　　　　　　　　　573，253

歌流動資産
　（1）現金・預金

　　①財敷醐整碁金　　297，G46
　　②減債蕊金　　　　絡，226
　　③歳猷現金　　　　96，395
　　　現金・預金奢テ　　　　　　409，667

（2）来収金

　　①地方税　　　　　　　895
　　②その他　　　　　　　353
　　　未収金欝　　　　　　　　　　　1，248

　　流動資産欝　　　　　4筍，9篇

資産含駈　　　　　　　8，550，862

團碑醐～’　　　　　　　　　　　、
（負償）く騨に麟撹の撚繍）1

鵬横く溝鐙）　　　　　　1
㈱勘繍療脳無　　　1
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ノ

　　　　　　　　　　　　　　ぎ（正味資産）総衆縢摂購い蕩盆屑
み鐘蕊んからの税譲や蜷・銀からの搬弩盆1

㌶㎜“…“”　

1（資産）

懸騰捻
i　鰻・欄庁豊鰯灘鞍購醗
1　撃緩蝿興グつンドなど
1儲そβ）鰭の識騰
き

季　　患霞盆・横窟毎鋤導貧・鱒金録だ
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平成捻年度決算報欝

　　　　　　　　　　　　　働

　　　　　　　蟹

躍篭
【
基
　
金
】

　
基
金
に
は
使
飛
目
的
を
翻
鰻
さ
れ
ず
に
僅
え
る
「
財
政
調
整
基
金
｝

と
、
そ
の
欝
的
以
外
に
は
使
絹
で
き
な
い
「
特
驚
目
的
基
金
」
が
あ
り
、

た
と
え
ば
腐
校
生
短
槻
海
外
硯
修
基
金
を
施
設
の
建
設
な
ど
に
は
使

駕
で
き
ま
せ
ん
。
そ
し
て
基
金
を
取
り
崩
さ
ず
に
黛
し
付
け
等
で
使
爾

す
る
奨
学
金
基
金
の
よ
う
な
榊
、
定
額
運
爾
基
金
」
と
が
あ
り
ま
す
．
ま
た

琳
般
会
計
だ
け
で
な
く
、
喬
特
別
会
欝
に
も
そ
れ
ぞ
れ
基
金
が
あ
り
ま
す
。

　
R
招
年
度
の
基
金
・
瞬
般
会
計
で
は
、
肉
照
隼
遜
入
事
業
基
金
が
貸

し
付
け
の
返
済
分
と
し
て
6
7
万
円
を
積
み
立
て
ま
し
た
が
、
そ
の
勉

の
基
金
の
増
額
分
は
利
子
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
遵
に
取
り
崩
し
て

事
業
に
使
爾
し
た
基
金
は
、
購
績
管
理
基
金
か
ら
6
1
万
円
を
儲
金
の

返
済
に
、
圏
校
生
頬
期
海
外
硯
修
基
金
か
ら
は
2
1
9
万
円
、
さ
ら
に

特
定
農
由
越
地
域
市
晦
栂
活
動
支
援
基
金
か
ら
三
7
3
万
円
を
事
業

に
使
期
し
て
い
ま
す
。

　
特
劉
会
激
で
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
取
り
崩
さ
れ
て
い
家
す
。
圏

保
会
誹
の
財
政
調
整
基
金
が
2
0
0
0
万
円
、
簡
易
水
道
会
誹
が
8
0

0
万
円
、
介
護
保
険
円
滑
灘
入
基
金
が
1
2
5
6
万
円
、
そ
し
て
介
護

給
付
費
準
備
基
金
が
9
0
ユ
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
い
づ
れ
も
蕾
し
い
財
政
運
営
を
迫
ら
れ
て
い
る
た
め
、
積
み
立
て
で

き
ず
に
取
り
崩
し
て
収
入
不
是
を
補
っ
て
い
る
状
溌
で
す
。

【
町
　
債
】

　
「
町
債
」
と
は
町
が
す
る
借
金
の
こ
と
で
す
。
憲
に
道
踏
や
建
物
の
建

設
な
ど
で
一
時
的
に
多
額
の
金
額
が
必
要
な
場
合
に
行
い
ま
す
が
、
中

に
は
凧
般
財
源
と
し
て
自
由
に
使
え
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
町
の
借
金
の
残
蕩
は
全
会
欝
舎
わ
せ
て
4
7
億
5
4
9
万
円
有
り
、

筋
年
度
よ
り
も
工
億
6
7
1
6
万
円
壇
撫
し
て
い
ま
す
。
こ
の
内
駅

は
、
増
舶
分
と
し
て
酬
般
会
謙
で
三
億
8
1
9
1
万
円
増
、
簡
易
水
道

会
欝
で
5
三
5
1
万
円
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
遵
に
減
額
分
と
し
て

は
、
薗
保
会
欝
で
診
療
所
建
設
の
返
済
が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
7
違
5
万

円
の
滅
、
下
水
遵
会
欝
で
は
建
設
が
終
わ
り
今
後
は
返
済
の
み
と
な
る

こ
と
か
ら
5
8
8
2
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

起僕事業の例　兎口地内で建設が進む統禽簡水浄水場

会計
η。簾％

欝
鯛
道
円

簡
1

計
鴻
計
鍛

水
5
0

下

険
円

介護

　コ4

4

債
鰯
町
欄

計
鴻

国保
2，552

謄⑳磁趨翻臆次のものがあり灘．

●町贋蟹運墓金　　　　　●ふるさと創生基金

●地域：福祉墓金　　　　　●ふるさと水と土保金墓金

●土地開発基金　　　　　O高校生短期海外磧修墓金

●ふるさとの森事業基盆　O薗浅健康保険事業運営基金

○肉薦牛導入事業墓金　　●町管施設積立墓金

●奨学金基金　　　　　　●芸衛文化振興基金

●圏浅鐸金印紙購翼基金　●特建農山粒地域活動支援墓金

●観光施設整薦基金

職王3年度決、雛鵜！1窒
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’

⑳　　
　
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は
、
あ
る

　
　
　
時
点
で
の
資
産
と
負
債
の
憐

報
を
見
て
、
町
の
財
政
状
溌
が
健
全

か
ど
う
か
を
掘
握
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。轡　　
　
業
で
は
、
「
黛
借
対
照
表
漏
と

　
　
　
し
て
従
来
か
ら
利
期
し
て
い

る
会
誹
手
法
で
す
が
、
圏
や
趨
治
体

で
は
公
会
欝
麟
度
が
取
ら
れ
て
い
る

た
め
、
資
産
や
負
債
の
内
容
が
別
々

に
管
理
さ
れ
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は

利
期
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

こ
数
年
、
企
業
経
営
的
な
観
点
か
ら

財
政
状
況
を
掘
握
し
行
政
運
営
に
生

か
す
た
め
、
全
翻
の
斎
簿
粒
で
こ
れ

を
作
成
し
て
公
醐
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

⑪　　
　
で
は
年
度
末
現
荏
で
作
成
し

　
　
　
て
い
ま
す
。
表
の
よ
う
に
、
左

側
に
「
資
産
の
部
』
と
し
て
支
患
に
基

づ
い
て
形
成
さ
れ
た
資
産
、
い
わ
ば

資
金
の
使
途
を
表
示
し
、
窟
側
に
「
負

債
の
部
」
と
し
て
こ
れ
を
賄
う
収
入

に
あ
た
る
町
績
な
ど
の
負
嬢
と
、
こ

れ
ま
で
の
鍵
代
の
負
握
で
あ
る
税
や
、

麟
・
県
か
ら
の
支
患
金
な
ど
を
「
正
味

資
産
の
部
」
と
し
て
表
示
し
て
い
ま
す
。

趨
　
　
　
の
表
に
お
い
て
、
蕊
側
（
資
産
）

　
　
　
と
右
側
く
負
憤
＋
正
陳
資
産
）

の
合
計
額
は
必
ず
一
致
す
る
こ
と
か

ら
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

松之山町のバランスシート〈職1岬銅3ユ腰在〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千縛）

勲講

難

㎜
「
溌
動
興
贋
」
に
区
分
さ
れ
て
い
濠
す
。

欄’
喜
蒙
箋
き
装
瓦
　
　
　
　
　
　
　
き
き
嚢
石
竃

　
　
晦
の
職
轟
が
鋒
度
来
に
盆
鰻
退

　
職
し
た
鰯
禽
の
退
職
金
の
合
謝
額

　
で
ず
。
輿
醗
今
払
う
も
の
で
は
あ
り

押
　
謹
せ
ん
が
、
将
釆
発
盤
ず
る
も
の
と

　
し
て
負
贋
に
翫
よ
し
て
い
蒙
ず
．

婁

嚢
萎
妻
芝

　
地
方
贋
の
う
ち
、

鞭
奪
返
済
が
確
建
し

て
い
る
額
が
こ
こ
に

蚤
さ
れ
て
い
慧
葉
。

　
鱒
の
翼
産
形
成
の
財
源
と
し
て
こ
れ
藤
で
に

ず
で
に
隻
払
い
済
み
の
盆
額
萱
い
い
．
國
・
銀
補

動
金
や
購
税
・
地
方
交
帽
税
な
ど
が
あ
り
濠
ず
。

盆
額
は
蕎
形
圏
窟
翼
産
と
翻
嫌
に
、
織
緬
償
却

に
よ
る
残
葎
鰯
格
の
禽
計
と
な
つ
て
い
濠
ず
。

　　　　　貸　　　方

麟縢麟
奪．園定負債

　（1）地方｛嚢　　　　　　　　　　　2，書24，664

　〈2）復務負担行為

　　①物件の購入費　　　　　　　0

　　②債務保誕又は損央補償　　　　o

　　　債務負担行為討　　　　　o

906，872

3，03蓬，536

（3〉退職金引当金

　画定負擬禽讃

　250，6響3

　　　　　0

250，6肇3

3、282，149

額
金
定
朗
予
充
欝

還
よ
合

懐
繰
優
譜

2．流動負債

（9翌無度

　（2〉翌葎麓

　　流動負

　　負債合

726，899

2，232，898

2，308，9肇6

5．268，ア驚3

隣難i難灘簸i－

1．麟簾支出金

2。都遭府県支出金

歌一般財源

疋味資巌禽翫

8，550，362負債・箆瞭資産含計

　　　借　　　方

藤灘麟1
1、有形霞定資産

　（竃〉総務費　　　　　　　507，829
　（2）罠生費　　　　　　　　　　　　　256ラ008

　（3）衛生費　　　　　　　馨70，746

（4）労働費　　　　　　　　　　0

（5〉農林水産業費　　2，81ア，150
　（6）商二【二費　　　　　　　　　　　　579，倭61

　（7）ニヒ木費　　　　　　　　　　　曝，628，8嘩5

　（8）5肖防費　　　　　　　　　　　　　　19，035

　（9〉教溝費　　　　　　　　　　　　葉，586，926

〈馨O）その地　　　　　　　　τ，024

　　　計　　　　　　　　　　　　　ア、566，694

　　〈うち土地　　　　　　　　　　　734、75簾）

有形圃定資産禽欝　　　7，566，694

鉱投資等
　（孝）投資及び出資金　　　89，439
　（2〉貸｛寸金　　　　　　　　　　　　　　30，000

　③棊金
　　①特定爵的金　　　　361β83
　　②土地開発基金　　　　56．650
　　③定額運吊基金　　　35，4税
　　　基金計　　　　　　　　453，8簾4

　　投資等合欝　　　　　　　　　573，253

歌流動資産
　（1）現金・預金

　　①財敷醐整碁金　　297，G46
　　②減債蕊金　　　　絡，226
　　③歳猷現金　　　　96，395
　　　現金・預金奢テ　　　　　　409，667

（2）来収金

　　①地方税　　　　　　　895
　　②その他　　　　　　　353
　　　未収金欝　　　　　　　　　　　1，248

　　流動資産欝　　　　　4筍，9篇

資産含駈　　　　　　　8，550，862

團碑醐～’　　　　　　　　　　　、
（負償）く騨に麟撹の撚繍）1

鵬横く溝鐙）　　　　　　1
㈱勘繍療脳無　　　1
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ノ

　　　　　　　　　　　　　　ぎ（正味資産）総衆縢摂購い蕩盆屑
み鐘蕊んからの税譲や蜷・銀からの搬弩盆1

㌶㎜“…“”　

1（資産）
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i　鰻・欄庁豊鰯灘鞍購醗
1　撃緩蝿興グつンドなど
1儲そβ）鰭の識騰
き

季　　患霞盆・横窟毎鋤導貧・鱒金録だ
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班
掻当

地区 集落 氏　　名 厩雪纏当集落

峨
婁
灘

松
之
山
地
区

水梨 和久井喜良 なし

大荒戸 高沢一夫 大荒戸・新山・小谷・水梨

光　聞 小野塚敏夫 松之山・光懸・下綴手・上想拳・湯出

黒禽 小晃璽義 黒倉・藤原

驚

松
里
・
布
川
地
区

天水越 滝沢安雄 茨水島・天水越・湯本

坪　野 村出　春司 なし

東　斑 小野塚文雄 なし

東　規 小野塚正司 藤倉・中羅・東綴・上鍛池・下籔池

懸
浦
田
地
区

中　原 村山　重雄 中原・中立山・照麦立

中　原 小見征夫 なし

湯の島 員沼　正二 湯の島碧根・上之由・親紹・北浦韻

月　池 佐藤新一郎 なし

護糊纏　　　・究輔　苫　席槻勒

○雪上車による生活道総の籏雪

○圧雪道踏の整備

○雪崩除去・雪ぴ落とし

●公共施設の除雪と機能確保
（消防施設・バス淳など〉

頼
り
に
し
て
ま
す

　
　
1
2
名
の
保
安
要
員

　
今
年
も
鷲
名
の
保
安
要
員
が
、
道
驚
籏
露
や

除
雪
・
雪
道
の
整
備
、
雲
ぴ
落
と
し
、
公
共
施
設

の
除
雪
作
業
等
に
あ
た
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
．
表
の
よ
う
に
4
人
づ
つ
チ
…
ム
を

総
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
を
撞
当
し
て
も
ら

い
ま
す
、
危
険
簡
所
な
ど
発
見
し
た
場
含
は
お

近
く
の
按
当
保
安
要
員
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

義趨騨i

蝦瓢麟筆
灘饗　　　

』
き

、
窯

　　■除雪蹄線にはそれぞれランクがあります。

　　　平常の降雲状態では、どの路線も朝は8時ころまでに作業が完了するよう欝

　　　爾されていますが、極端な降雪や豪雪時には幹線道賂が優先されるため、枝

　　　線になるほど時周が遅れることがあります。

鰍囎限鱈鎌が励灘・
鞭　　　小正月までとか積霧が2メートルまでといったように、除雪期間を綱限する　　　賂線もあります。
鋤嚇雪場漸の蘇にご協力くだ翫

艦鱈曝本は鱈蜥の蘇です．沿線駐のみなさまのご籔齢卿
　　　します。

覆除雪作業のルールを嘗ってください。

　踏ま二駐1事をしない、除雪車に近寄らない、やたらに道路に雪を患さないなど

　のルールは必ず守ってください。

　　　町では冬の生活道露を厩雪踏

　　線を禽め図のような4ランクに

　　分け、除雪関係は町内5業書と

豫
　　委託契約を結び、ロー一タリ除雲

　　箪8台・、タイヤドーザーま4台で、

讐　　また狂雲関係は雪上車8台を痩
　　罵し、次ページのとおり保安要
韓　　員で作業に当たっています。
翻

第1種地嬢間を結ぶ幹線遵蹄　3．8㎞
第2種　主に集落間を結ぷ道路　　23．6㎞

第3種　主に集落内の生活道路　　槍．孜m

径　雪　集落内の生活路線で

　　　機械除雪が不可能　　　　　93㎞

降雪量により終了する時間が蔚後しますが、おおむね朝は8時頃までに終え

るように総んであります。なお極端な大雪の場合は第ま種から優先的に作業す

るため、第3種は相当遅くなることがあります。また第3種の場含、豪雪時には

一時的に総雪驚線になることもあります。
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す
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避榊“榊吊附胴嚇嚇｝嚇剰脚酬偲襯帆解』鱒w弼“∞㎜㎜㎜w卸齢㎜㎜酬w恥席岬　　　　　　　　　　　陶　’　　　　　　　　　）㎜訓榊｝冒圃酬榊｝齢獅㎜“｛㎜測糟

騰霧難演題・r棚農業と姓してきた生物たちの世界」

i　、閣轡雛　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講舗　愛媛大学農学部助教授　鷺鷹一雅民

1　≧　　　緕

1糞鵬纒竪鍵欝より輪観
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’阪『
喜
1　近年乾田化や耕修放棄等により、水醗における多くの生物が姿を消しています、これらの場状
重

i　をすぐに元に渓すことは灘難ですが、先生は水醸のヂ生物多様性婆を維持するためには稿作技衛の

1　転換が必要であり、それには耕作奢の慧識改革だけでなく、それを支える社会聚境づくりが第…

i　に必要であると述べています。
妻

1．灘離欝讐膿幕1霧鶉驚鵬懇撃論憲凝欝欝蚕
…
1　んぼや水踏での隻き物観察やスライドを使っての自然講座などに参撫する多くの子供達をとお
…
ミ　して、農家自身が照舎のありふれた自然の大切さを溝発見する場ともなっています。先生が見つ
｛
i　めてきた生物たちの撹界をどうぞお聞きください。
き
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，’…護

＝
」
二
誰

　　　図県道が出動しても町這は出ないことがあります。また町内は標轟

翻　　差があるので、場所によって出動する・しない場倉があります。畢朝の
繊　　患動判定は午箭4時繭に行うため、まれに明け方になって急に降り磁
　　した場合は、体翻が聞に合わなくなり終了時間が禰甕遅れる場含があ

墓り戴
雛　◇出動の鞍畢朝糖纈幅翻鰻と剛〉
　　　　　　　　　　臼中除雪　　約等5cm（蟹票道1ま等Ocm〉

鍵．
琶
〆
、

　　　町の除雷経費は、ま3年度実績で約ま億3千万円かかりました。遵踏除雪・雲ぴ落とし・凍結防止剤敵布作

鶴　　業などで約9千万円、役場・学校など公塾施設除雪で約1千万円、排雪場のかくはん・春先除雪で約三千万円、
　　跡が保有している除雪機械の整備修繕費が約2千万円です。これを…般財源から約7千万円、地方交付税

欝　　からの約6千万円で賄っていますが、交付税が隼々減少傾晦であることから、大霧になった場合は財政に
鑑かかる負撞がたいへん大きくなるのカ｛現状筑

灘　馨　　　　　　　　　○町の除雪跨線の鐵動一園当たり経費　　約捻0万円（全機稼働時〉

　　　　　　　　　○摩km当た9シーズン中の除雪経費　　約200万円（這賂除雪のみ〉
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掻当

地区 集落 氏　　名 厩雪纏当集落

峨
婁
灘

松
之
山
地
区

水梨 和久井喜良 なし

大荒戸 高沢一夫 大荒戸・新山・小谷・水梨

光　聞 小野塚敏夫 松之山・光懸・下綴手・上想拳・湯出

黒禽 小晃璽義 黒倉・藤原

驚

松
里
・
布
川
地
区
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懸
浦
田
地
区

中　原 村山　重雄 中原・中立山・照麦立
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○圧雪道踏の整備

○雪崩除去・雪ぴ落とし

●公共施設の除雪と機能確保
（消防施設・バス淳など〉
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り
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す
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れ　お　　　　　　　　　：

令9王ちゃん（2歳〉1

佐藤康尚・洋美さんの次男　三

　　　（天水越・朝8屋）　i

　　　　　　　　　　　　：

のぞ　み

希美ちゃん（2歳）

燈藤　豊・照子さんの長女

　　　　（天オく越・磁帯）

獺じっとしてるのがきらいな元気幼蝿ヂれお」です。i懸のぞみね、春からお緯ちゃんと一緒に太鼓の練習に

撤た8は外磯囎り、おうちではドラグサイバーiい叉る礁一生懸命や叉るんだけど・バチが犬

で仮面ライダー龍騎ごっこと、かあさんをいっぱい囲　1きすぎてう濠くいかないの。攣くお罎ちゃんのように

らせてます．でも納萱ご飯とラーメン、焼き磯が好き　iかっこよくにたたけるようになりたいな㌦雛おうち

という、渋い面もあるんだよ、臓この濠えお兄ちゃん　三ではおばあちゃんの登もぎ手伝ったり、ご飯の後かた

の七五三参りで、ぼくもスーツでばっちり決めて写翼　1づけをしたり、けっこういそがしいんだよ．お父ちゃ

を綴ってもらいました・おめかしずると緊薩に霧ぶと　iんもお姓事とっても忙しいけど、のぞみの歌を闘くと

ころがとうさん譲りだってい繊てるん蔦販翫義気鷺るって．デンデン虻か朽キラ凱か一
遊ぶのが大鍵…駅鷲くなって・1購園に行ってiいっぱい歌えるけど、やっぱりヂげんこ舳のタヌキ

い～っぱい遊ぶんだ。　　　　　　　　　　　　　　　．

【お母さんから一露》　　　　　　　　　　　　　　　i

　元気すぎてお兄ちゃんとついついけんかになってし　1

まう令経．体も心もたくまし＜、そして勇気のある子　i

に薄ってほしいです。　　　　　　　　　　　　　　韓

さん」が一番おずすめかな、

ζお母さんから一謝

　健康で思いやりのある優しい轡を捲った子に蕎って

欲しいと思、い濠す、

灘繕灘羅懸稀灘繊灘灘簗惣難鷹凌i淺憲《だ；さ鶴

　先月暑でもお知らせし諌した献鐸末年始の休診が9臼間続き濠す。お体み中に薬がなくなら

ないよう、忘れずにもらっておいてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　霧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　廃／壌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3霊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　驚騒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　28　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27　　　　　　　　　　　　　　　　　　26　　　　　　　　　　　　　　　　25　　　　　　　　　　　　　　24　　　　　　　　　　　　鷺＄　　　　　　　　　　　黛鷺　　　　　　　　　21　　　　　　　20　　　　　　肇9捌6葉’7　屡8
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木　金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　火　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　覇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金　　　　　　　　　　　　　　　　　　木　　　　　　　　　　　　　　　　水　　　　　　　　　　　　　　火　　　　　　　　　　　　　翔　　　　　　　　　土　　　　　　　　　　　籔　　　　　　　金　　　　　　水　月　火　　水

平常診療5 休診田
平常診療Ei

この期覆1は大変混み含

うことが予想されまず

　　隼宋隼始の休診9

ただし、12月30欝（月）ぱ体総嚢番鷹でず。

急患の場禽はお電駆くださいo

平
常
診
療
臼

灘懸鐵鶴霧難麟港雛墜叢蓬灘灘《iださ傭
　出稼ぎや職場の変璽で保険証が変わり謹したらすぐにご連絡ください。職場から診療醗冤に

蔭接FAXもできます。FAX番馨02559－6－3863

難灘懸霧雛鑛i灘翻襯鎌灘饗饗隊お膨みで第か？

　本格的な冬将璽が来る葡に、希望番は攣めの接種を

おすずめします。

翻鰯鐵懸纏難蓬羅難鷹ぐださの・

　徳盆室での子供殉けの本が不是していまず。絵本や童話など、

お宅で見なくなったものがございましたらお譲りください。
園っていること、お餓づきの点があり濠
したらお気軽に声をかけてくださいo

9

叢磁樹響併叢新情報　V。し6

繕鞭懇鵬・謹購盤麟灘讐

纒，醤鞭駿鱒灘灘轟蕪麟勲
⑳騰で紹介しました力網町広域麟町

材合併悶題研究懇談会では、任意協議会の設立に

向けたゼ設立準備会3を、蓑月25日付で設置しま

した。この会の会長は中里村長があたり、事務局

は中里村役場に設罎されています。この会の設置

期間は約1ヶ月で、各市町村からユ名づつ職員を

派遣し、王2月末のゼ任意協議会」の設立を目指し準

備を行っています。

④では雛各集細りr舗題懇絵を

開催していますが、この会においてみなさまから

出されたご意見・要望も、今後設立されるギ任意協

議会3の申で松之山町の要望事項として採り上げ

ていきます。また今月弩にご意見書が挟んであり

ますので、それを利罵してご意見をお寄せ撰くこ

とも出来ます。町民すべての方から含併悶題に参

圃いただきますようお願いします。

瀞…欄鷺欄繋欝騰欝藤肇れる鰯」」」
魯縫議蕪緯織1霊叢灘憲難1叢総難灘蜜

構　　　成　　　員 孟な協議事項

協　議　会
市町村長（6名〉、議会議員〈12名〉、

学識経験麿（捻名〉、振興事務所長（県職員代表）
鍛終調整、決定を行う

諮問委員会
各市町料企醐握蚤諜長（6名）、

各住民代表（24名）
将来構想の策定

幹事　会

市町村助役（6名）
各市町村禽併担当諜長（6名〉

事務レベル調整
協議会会議の議案作成

協議会運営の総合調整

各種8程調整

専門部会 分科会の担当諜長
現況調蕊票の取りまとめ
調整原案の取りまとめ

分科会 各事務担当係長及び撞惑者
調整原案の作成
事務握当レベルの調整

※このようにヂ任意協議会匪は、合併によ弓新しい跡づくりをするにあたり行政サービスがどのように変わって

いくのか、住残のみなさんが合併の是非を判蜥できる材斜を提供するために総織されるものです・

轡鰐艦議墾禽箏覇》か？
　合併後の新市の名称・庁舎の位置・将来構想や行政組織に関すること、税負担の取り扱い、行政サービス水準の取り

　扱いなど約800項にわたり協議を行います。

魯議墾搬難難難1隷？

　平成指隼等月からの葉隼間を目標としています。

魯騰議盤撫盤議綜欝聴繋灘潔蜜離

　傍聴はどなたでも出来ます。概ね月篠園の割合で

　六布跡村のいろいろな会場で開催する計藤でいま

　すので、お気軽にお出かけ下さい。

お塚麟懸
現在各集落で闘催している『合併問題懇談会」の結果
については、次号（新無号〉で報吉する予定です。
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事務握当レベルの調整

※このようにヂ任意協議会匪は、合併によ弓新しい跡づくりをするにあたり行政サービスがどのように変わって

いくのか、住残のみなさんが合併の是非を判蜥できる材斜を提供するために総織されるものです・
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　扱いなど約800項にわたり協議を行います。
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　平成指隼等月からの葉隼間を目標としています。
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松
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全
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制
作
発
表

　
小
規
模
校
な
ら
で
は
の
ユ
ニ

ー
ク
な
濡
動
を
続
け
て
い
る
松

高
（
県
立
安
塚
高
校
松
之
山
分
校
）

が
、
ま
た
ひ
と
つ
偉
業
を
成
し
遂

げ
ま
し
た
。
57
名
の
全
校
生
徒
が

2
万
羽
の
ツ
ル
を
折
り
上
げ
、
な

ん
と
縦
3
メ
ー
ト
ル
×
横
箆
メ

ー
ト
ル
に
及
ぶ
巨
大
富
士
を
描

き
出
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
松
欝
殿
撚
の
テ
ー
マ
は
鷺
輪
賑
。

ひ
と
つ
の
も
の
を
作
る
中
で
、
生

徒
一
入
ひ
と
り
が
仲
問
意
識
を

持
ち
、
心
の
ど
こ
か
で
輪
の
よ
う

に
繋
が
っ
て
い
る
…
そ
ん
な
想

い
で
取
り
組
ん
で
き
た
全
校
舗

作
で
し
た
。
生
徒
会
長
（
相
沢
空

見
子
さ
ん
）
を
中
心
に
全
校
一
丸

と
な
り
、
9
月
末
か
ら
製
作
を
闘

始
し
た
も
の
の
、
忙
し
い
合
聞
を

縫
っ
て
の
｝
人
平
均
3
5
0
羽

は
予
想
以
上
の
作
業
で
、
さ
ら
に

露
士
出
に
仕
上
げ
る
詰
め
の
作

業
も
難
し
く
、
終
了
し
た
の
は
松

商
祭
前
貨
の
午
後
8
時
で
し
た
。

　
当
濤
は
部
屋
に
入
っ
た
お
客

さ
ん
の
誰
し
も
が
驚
き
と
感
動

の
声
を
上
げ
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

生
徒
達
の
瞥
輪
」
が
伝
わ
っ
た
瞬

問
で
し
た
。

　
さ
て
こ
の
折
り
鶴
た
ち
、
実
は

生
徒
が
家
庭
に
頼
ん
で
國
奴
し

た
チ
ラ
シ
が
主
な
材
料
で
す
。
表

紙
の
写
翼
を
よ
く
ご
覧
く
だ
さ
い
。

｝哩－

　
　
第
2
回

翻
越
後
松
之
山

　
む
ー
　
里
山
学
会
開
催

鞭
松
之
山
温
泉

董
星
不
動
滝
通
水
式

　今年8月に立ち上げた越後松之宙塁撫学会の第2回穣が開

催されました。今回は名吉墨大学の服部婁昭教授を講締に招き、

ヂ森林の水源かん養機能について騰という演題で公演をしてい

ただきました。鋒った雨が最終的に海にたどり藩く過程の中で、

森林がどのような役翻を果たしているのかについて異体飼を

示しながらわかりやすく話されました。

　会場には約180名が参撫し、小中学生・一般からの質問コー

ナーでは難問が次々に飛び出し、講舗も回答に蕃感する場醐も

見られました。

　（次回第3鳳目が計懸されています。詳しくは本誌7ページに）

　松之出漏泉街を，見下ろす蔽’台から瀕1れ落ちる「不

動滝」が生まれ変わりました。これは林業事業の地

滑り防止工事の～環として施工されたもので、表

薦に石を積み上げることにより護樺を保護する目

的があります。今回は特にヂ多自然型羅石積工」を

採鵬したことにより、周臨の環境にあったすばら

しい滝となって生まれ変わりました。中央の特に

大きな石付近には総工が施してあります。何に発

えるかぜひ一度ご覧になってみてください、

∫0

霧

”燗松之山小学校
裏s㈱　　　創立130周記念

書欄O第6回
醐灘松之山中学校模擬議会

　松之由小学校は萌給新政府が公霜したヂ学鰯圭に基づき、

明治6年n月に郡内簸籾の小学校として設立された観音

寺校に歴更が始まり、今奪で130周年を迎えることにな

りました。実行婁員会では、夏の運動会と秋の文化祭など

で記念行事を企錘し、今翻の文化祭に併せて記念式典を

闘催しました。長い歴史の中で育まれてきた松之由小学

校に対し、改めて感慨を深めたのではないでしょうか。

　3隼鷹が町の議員になり、町長を初めとする町の執行

部に対し、行政に関する諸問題を質闘する模擬議会が鯛

かれました。議場の設定から進行まで本番の議会どおり

に行われるため緊張の魚は隠せませんでしたが、質問内

容は環娩問題から驚村舎併まで多方面に及び、関連質問

を倉め癒徒全員が発書をしました．いずれもよく勉強し

た上での質問で、町長も感心していました。

お
礼
の
講
葉
を
述
べ
る
金
子
正
孝
校
養

，削一

　　“濯■、　　納　　κ，、　－酬、　、w■　油一m

穏125
鰍¢醐

ま
ち
づ
く
り
跡
民
講
座

市
町
村
合
併
を
考
え
る
講
演
会

　
徳
県
と
は
い
え
、
松
之
山
町
と
は
身
近
な
お
つ
き
あ
い
を
し

て
い
る
長
野
県
栄
村
の
蔑
橋
彦
芳
村
長
を
お
招
き
し
て
、
市
町

村
合
併
を
考
え
る
講
演
会
が
休
養
村
セ
ン
タ
ー
で
闘
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
栄
村
は
当
町
と
岡
じ
山
村
過
疎
の
轡
で
す
が
、
麟
が
強
く
勧

め
て
い
る
合
鎌
政
策
に
対
し
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
こ
と

で
簿
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
嵩
橋
村
長
就
任
以
来
従
来
型
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
見
薩
し
、
金
を
か
け
な
い
で
質
も
落
と
さ
な
い

と
い
う
独
特
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
、
確
実
に
実
績
を
上

げ
て
い
ま
す
。
現
筏
村
で
は
醗
中
知
事
推
薦
の
元
、
合
併
し
な

い
村
づ
く
り
の
可
能
惟
を
求
め
て
を
シ
ミ
ユ
レ
ー
シ
田
ン
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
、

霧

毒
蓬
譲
攣
妻
騨
棲

【栄籾村長　高橋彦芳鋤

ギ数と量で効率を図ろうとする平成含併は、面積ぱかりが広大

化し中心部に人口が簾中ずることになり．地方文化の衰退と国
よの荒廃が進む恐れがある瞭大事なことは合併する・しないや
その枠親みなどではなく、自分の地域の将来像をどう描けるか
みんなで智恵を出し含って考えることである登」
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見
子
さ
ん
）
を
中
心
に
全
校
一
丸

と
な
り
、
9
月
末
か
ら
製
作
を
闘

始
し
た
も
の
の
、
忙
し
い
合
聞
を

縫
っ
て
の
｝
人
平
均
3
5
0
羽

は
予
想
以
上
の
作
業
で
、
さ
ら
に

露
士
出
に
仕
上
げ
る
詰
め
の
作

業
も
難
し
く
、
終
了
し
た
の
は
松

商
祭
前
貨
の
午
後
8
時
で
し
た
。

　
当
濤
は
部
屋
に
入
っ
た
お
客

さ
ん
の
誰
し
も
が
驚
き
と
感
動

の
声
を
上
げ
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

生
徒
達
の
瞥
輪
」
が
伝
わ
っ
た
瞬

問
で
し
た
。

　
さ
て
こ
の
折
り
鶴
た
ち
、
実
は

生
徒
が
家
庭
に
頼
ん
で
國
奴
し

た
チ
ラ
シ
が
主
な
材
料
で
す
。
表

紙
の
写
翼
を
よ
く
ご
覧
く
だ
さ
い
。

｝哩－

　
　
第
2
回

翻
越
後
松
之
山

　
む
ー
　
里
山
学
会
開
催

鞭
松
之
山
温
泉

董
星
不
動
滝
通
水
式

　今年8月に立ち上げた越後松之宙塁撫学会の第2回穣が開

催されました。今回は名吉墨大学の服部婁昭教授を講締に招き、

ヂ森林の水源かん養機能について騰という演題で公演をしてい

ただきました。鋒った雨が最終的に海にたどり藩く過程の中で、

森林がどのような役翻を果たしているのかについて異体飼を

示しながらわかりやすく話されました。

　会場には約180名が参撫し、小中学生・一般からの質問コー

ナーでは難問が次々に飛び出し、講舗も回答に蕃感する場醐も

見られました。

　（次回第3鳳目が計懸されています。詳しくは本誌7ページに）

　松之出漏泉街を，見下ろす蔽’台から瀕1れ落ちる「不

動滝」が生まれ変わりました。これは林業事業の地

滑り防止工事の～環として施工されたもので、表

薦に石を積み上げることにより護樺を保護する目

的があります。今回は特にヂ多自然型羅石積工」を

採鵬したことにより、周臨の環境にあったすばら

しい滝となって生まれ変わりました。中央の特に

大きな石付近には総工が施してあります。何に発

えるかぜひ一度ご覧になってみてください、

∫0

霧

”燗松之山小学校
裏s㈱　　　創立130周記念

書欄O第6回
醐灘松之山中学校模擬議会

　松之由小学校は萌給新政府が公霜したヂ学鰯圭に基づき、

明治6年n月に郡内簸籾の小学校として設立された観音

寺校に歴更が始まり、今奪で130周年を迎えることにな

りました。実行婁員会では、夏の運動会と秋の文化祭など

で記念行事を企錘し、今翻の文化祭に併せて記念式典を

闘催しました。長い歴史の中で育まれてきた松之由小学

校に対し、改めて感慨を深めたのではないでしょうか。

　3隼鷹が町の議員になり、町長を初めとする町の執行

部に対し、行政に関する諸問題を質闘する模擬議会が鯛

かれました。議場の設定から進行まで本番の議会どおり

に行われるため緊張の魚は隠せませんでしたが、質問内

容は環娩問題から驚村舎併まで多方面に及び、関連質問

を倉め癒徒全員が発書をしました．いずれもよく勉強し

た上での質問で、町長も感心していました。

お
礼
の
講
葉
を
述
べ
る
金
子
正
孝
校
養

，削一

　　“濯■、　　納　　κ，、　－酬、　、w■　油一m

穏125
鰍¢醐

ま
ち
づ
く
り
跡
民
講
座

市
町
村
合
併
を
考
え
る
講
演
会

　
徳
県
と
は
い
え
、
松
之
山
町
と
は
身
近
な
お
つ
き
あ
い
を
し

て
い
る
長
野
県
栄
村
の
蔑
橋
彦
芳
村
長
を
お
招
き
し
て
、
市
町

村
合
併
を
考
え
る
講
演
会
が
休
養
村
セ
ン
タ
ー
で
闘
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
栄
村
は
当
町
と
岡
じ
山
村
過
疎
の
轡
で
す
が
、
麟
が
強
く
勧

め
て
い
る
合
鎌
政
策
に
対
し
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
こ
と

で
簿
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
嵩
橋
村
長
就
任
以
来
従
来
型
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
見
薩
し
、
金
を
か
け
な
い
で
質
も
落
と
さ
な
い

と
い
う
独
特
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
、
確
実
に
実
績
を
上

げ
て
い
ま
す
。
現
筏
村
で
は
醗
中
知
事
推
薦
の
元
、
合
併
し
な

い
村
づ
く
り
の
可
能
惟
を
求
め
て
を
シ
ミ
ユ
レ
ー
シ
田
ン
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
、

霧

毒
蓬
譲
攣
妻
騨
棲

【栄籾村長　高橋彦芳鋤

ギ数と量で効率を図ろうとする平成含併は、面積ぱかりが広大

化し中心部に人口が簾中ずることになり．地方文化の衰退と国
よの荒廃が進む恐れがある瞭大事なことは合併する・しないや
その枠親みなどではなく、自分の地域の将来像をどう描けるか
みんなで智恵を出し含って考えることである登」

”



1
①
㊤
①
1

調
理
踊
の
み
な
さ
ん
へ
聾

　
今
年
は
調
理
舗
法
に
よ
る
2

年
に
桶
度
の
就
業
届
け
を
出
す

年
で
す
。

　
平
成
澱
年
珍
月
綴
臼
現
在
の

就
業
状
溌
を
平
成
焉
年
ま
月
焉

β
ま
で
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

鷺
雇
け
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
調
理
師

　
飲
食
店
営
業
・
魚
介
類
販
売
業
・

総
菜
製
造
業
で
働
く
調
理
緬

　
寄
宿
舎
・
学
校
・
事
業
漸
・
祇
会

禰
祉
施
設
・
介
護
老
人
保
健
施
設
・

矯
正
施
設
・
そ
の
催
の
給
食
施
設

で
働
く
調
理
麟

O
屑
け
出
の
方
法

　
調
理
騨
業
務
従
事
煮
届
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
ま
た
は

郵
送
で
次
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
圏
－
磯
　
松
之
山
町
天
水
越
8
8
－
2

　
　
　
　
　
　
　
　
明
星
籔
館
内

働
新
潟
県
調
理
頗
会
東
頸
城
支
部

垂

、
畷
繋

｛鷹為
蟹
簾募
『露

ぎ
きぐ

ノ鱗礁
ま平成焉年4月から保欝所に入漸を希望される翻兜を葬集し

衰
、

益
ず
’
‘
4

1　町では平成焉驚
さ

1ています、
嚢
葦　　2歳兇以上の皆
ダ

萎　いては特別な案内鉱
漢
1　までに各保膏所・ま

1なお灘廟い
淫

1　◆各保育漸の定1

萎　灘螺翻・

1◆入鵬鱗
峯　　①保護麿が労l

l舗瀦醗
萎　③その纏、購

紫さんには案内状を差し上げますが、来満兜の方につ

1はしませんので、入所を櫓望される方は12月27撮（金）

または役場の総務諜催跳係までご連絡ください。

ている兜麓は、あらためて串請する必要はありません．

撮
至…45名松墨保欝湧…30名浦田保育漸…30名

舞　　①保護麿が労働に従箏し、幼兇の保膏に欠ける場合。

1舗瀦力嚇などのため、幼兜の儲脚する輪

1　③その纏、町長が膿と鋤る稀

1　　　　　　　　◆保麿料

鎮

東
顯
城
郡
医
師
会

休
日
当
番
匡
の
お
知
ら
せ

　　　配，■　　覧■　軸”
w，、

　　　　　噛■A　　　　　料、　　　酬■　　　“納　　榊　納　■
“Wr　　　　　■岬　　臼　　　　　解　　　鞘　　　嚇　　“　ず　嘩　■』w、肺

　
冬
に
な
つ
て
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
4
沁
以
下
に
な
る
と
、
吸
水
管

や
水
道
メ
…
タ
…
、
蛇
口
が
凍
っ
て
水
が
鐵
な
く
な
妙
、
破
裂
し
て

し
ま
う
凍
結
事
故
が
急
に
多
く
な
η
ま
す
。

　
寒
さ
は
水
道
の
大
敵
で
す
。
気
象
通
報
に
注
意
し
て
、
異
常
低
温

注
意
報
な
ど
が
出
た
時
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

県
立
松
代
病
院
か
ら

臨
時
外
来
診
察
の
お
知
ら
せ

　
今
俸
は
年
乗
年
始
期
間
が
9
欝
間
と

大
変
長
い
こ
と
か
ら
、
体
調
の
悪
く
な

ら
れ
た
方
や
カ
ゼ
な
ど
で
お
園
り
の
方

の
た
め
、
次
の
と
お
り
臨
聴
的
に
外
來

診
察
（
内
科
の
み
）
を
行
い
ま
す
．

稔
月
30
β
（
月
）

　
隼
爾
8
時
3
0
分
か
ら
U
時
30
分
ま
で

－
月
2
只
木
）

　
午
繭
8
時
3
0
分
か
ら
U
時
30
分
ま
で

　
ご
利
矯
の
際
は
電
謡
で
ご
確
認

の
上
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
、

稔
月
朽
臼
（
臼
）

　
松
之
山
診
療
漸
　
豊
6
－
2
2
4
0

η
月
30
田
（
月
）
年
末

　
松
之
山
診
療
所
　
容
6
－
2
2
4
0

簾
月
2
霞
（
木
〉
隼
始

　
県
立
松
代
病
院
　
費
7
－
2
i
O
O

　　　■陣冒　　　w　　吃｝　鴨甲
甲｛酬

　　　　　　　　い　　　　　　卯　サ　　　　　　阿■　　　　　嚇－　　　　』いr　　　軸　　、－脚　琳　w　凋甲い

▼
吸
水
毯
や
蛇
O
に
は
布
き
れ

や
毛
布
、
あ
る
い
は
奪
虜
の
保

温
材
を
巻
き
、
ぬ
れ
な
い
よ
う

に
よ
か
ら
ビ
ニ
…
ル
テ
ー
プ
を

隙
間
な
く
巻
い
て
く
だ
さ
い
．

▼
水
遵
メ
ー
タ
…
ボ
ッ
ク
ス
内

に
は
、
布
き
れ
な
ど
の
保
温
材

を
濡
れ
な
い
よ
う
に
ビ
ニ
…
ル

袋
な
ど
に
入
れ
、
メ
ー
タ
…
を

保
護
す
る
よ
う
に
誌
め
て
く
だ

さ
い
。

▼
水
抜
き
栓
・
不
棟
水
栓
を
使

溺
し
て
い
る
ご
家
庭
で
は
、
お

体
み
筋
や
家
を
留
守
に
す
る
と

き
忘
れ
ず
に
水
抜
き
を
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

①
蛇
0
を
開
け
、
⑫
凍
っ
た
部

分
に
タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
③
蛇

G
の
方
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
ま
ん

べ
ん
な
く
か
け
ま
し
ょ
う
。

☆
い
き
な
り
熱
湯
を
か
け
る
と
、

ひ
び
割
れ
や
破
裂
を
起
こ
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
灘
　
、
、
曼
留

①
比
水
栓
（
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス

の
中
に
あ
る
冗
栓
）
を
閉
め
、
㊤

癒
急
処
置
（
破
裂
・
ひ
び
割
れ
し

た
場
蕩
に
布
や
テ
…
プ
を
巻
き

付
け
る
）
を
し
、
③
修
理
を
串
し

込
み
ま
す
。

ぎ
　
ご

轡

窃
の
水
遵
に
関
す
る

問
い
禽
わ
せ
は

建
設
企
業
課
　
水
遵
係
濠
で

　
容
6
－
2
穫
6
2
（
灘
通
）

｝
’
｛
r
ヌ

　　　嚇　｝　　　㎡、　圃、　w■
帥

　　　　　r砧　　　　　軸　　　　“　　　．昂　　　浄　　　鮮－　　帥■’　酬■　早v　舶
嚇

　　　　　　　　　　　　　　　　　』蘭　　　　　　　　　　　　　　　　“■噛　　　　　　　　　　　　　　　嚇凡　　　　　　　　　　　　　　　酬■　　　　　　　　　　　　　■酔　　　　　　　　　　　　　w　　　　　　　　　　　　軸　　　　　　　　　　　マr嚇　　　　　　　　　　皿　　　　　　　　　轄　　　　　　　　脚戸　　　　　　　　洲■　　　　　　㎜　　　　　　■蝦　　　　　醒F　　　　納嚇　　　．帥　r’　　　榊　｝　卯
酬

　　　　■伊　　　酎，噸　　臼榊A　wず
～督帥

魯

∫2

灘灘i躍謎タ鑓ご灘鐵鰯鰹灘漣鱒馨

　鎌年6，000人の方が、突然窃搬病などの搬液難病にかかっていま

す。骨髄移樋を受けることができれぱ、多くの人の命が助かります。

そのためには、白廠球の型が一致する骨髄提供者（ドナー〉が必要

です。でも、…致する確率はわずか数蕎人から数万人に一入。だか

ら…人でも多くの患毒さんを救うためには、たくさんのドナーが

必要になってきます。

　　（登録には腕からの約絶ccの採鋤ですみます。費屠はかか》ません〉

　　　　　　登録驚きるのは
　無齢が20か径50歳蒙驚の健康准痘

登録のお周糖含わ慧嫁フ秘一ダぜヤル

鯛欝麟騨編
　　　　特定葬営利活動法人

全国骨髄バンク推進連絡協議会
　　　　丁εし03－3356－8217
　　藝穏Pl〃WWW。鵬鼠rrOW．or．lp

　町荏会橿祉協議会に寄付をいただき

ました。ありがとうございました。

　◆ライフ『ンス汐ラフ様

　　　金35β89擁
　　（農業祭チャリティーバザー収益金〉

　◆東頸城郡仏教会様
　　　金屡5肇000需

　◆五陽会（5無度高齢餐大禦修了生團憲会）様

　　　金紛，000需

　　　　　　　　　平成越無獄月30磯現樫

漆τ9ア暮　2092SA蟹段iG　G（｝．、し貰），

　IrQKYq，JAP点鰐
箕／2わライオンズクラプより購長へ

軽鱗塾礫ナン繰構獺愛勢購
　獄月工βから県内で使硝される軽趨

動毒に、字光式毒爾番轡標が取り付け

できることになりました．手数料と製

贔癒格で三食当たり1万7千円穣度（莇

後2枚セット〉かかります。希望・蕾は穣

講書を提出する必要がありますので、

詳しくは各飯売店にお聞きください。

灘
灘
久
翼
磁
喪
小
鰻
が

灘
緯
旗
瀧
穴
鐵
愚
謝
賦
嚢
欝

　
2
5
年
も
の
長
き
に
渡
り
、
農
林

水
産
省
の
指
定
統
譜
「
農
業
統
讃

調
萱
」
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
功

績
に
短
し
、
軍
成
M
年
LO
月
爲
臼

新
潟
市
白
慮
会
館
に
お
い
て
、
永

年
協
力
餐
と

し
て
農
林
水

産
大
薙
か
ら

感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

ぼ
　

蟹
鶴

藤

　
雲
で
｝
画
が
白
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
野
鳥
と
の
出
会
い

も
め
っ
き
り
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
こ
の
時
期
だ
け
に

患
会
う
こ
と
の
で
き
る
野
鳥
も
い
ま
す
。

　
「
ツ
グ
ミ
砿
と
い
う
鳥
も
そ
う
で
す
。
冬
鳥
と
し
て
欝
奉
に
渡
っ

て
き
て
、
松
之
由
で
は
玉
0
月
畷
か
ら
見
ら
れ
ま
す
．
大
き
さ
は
ハ

ト
よ
り
少
し
小
さ
く
嚇
ク
ィ
ク
ィ
ク
ィ
、
キ
ッ
キ
ョ
、
キ
ッ
キ
2

と
い
う
特
徴
の
あ
る
欝
で
鳴
き
ま
す
。
こ
の
声
を
聞
く
と
冬
が
近

い
と
感
じ
ま
す
。
ツ
グ
ミ
は
木
の
実
を
好
ん
で
食
べ
ま
す
が
、
特

に
熟
し
た
締
が
大
好
物
の
よ
う
で
、
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
る

姿
を
見
か
け
ま
す
。
　
野
鳥
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
頃
、
柿
の
木

を
探
し
て
は
よ
く
ツ
グ
ミ
の
姿
を
望
遠
鏡
で
見
て
い
ま
し
た
。
翼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
、
薩
の
葬
褐
魚
と
、
葭
い
胸
に
黒
い
斑

点
が
よ
く
穏
立
つ
美
し
い
鳥
で
す
。
一

度
姿
を
見
れ
ば
き
っ
と
フ
ァ
ン
に
な
る

で
し
ょ
う
。

　
皆
さ
ん
も
楠
の
木
を
目
指
し
て
患
か

け
て
み
ま
せ
ん
か
。
き
っ
と
そ
こ
に
は

ツ
グ
ミ
の
姿
が
…
…
。

　
　
　
　
　
　
　
〈
文
責
　
蕎
橋
良
一
）

繊
稔
月
の
探
鳥
会

　
▼
田
　
聴
　
捻
月
2
8
欝
（
土
）

　
　
　
　
　
　
午
前
9
蒋
も
雄
時
3
0
分
ま
で

　
▼
場
　
所
　
松
撒
須
由
地
獲
（
美
人
林
駐
車
場
集
合
）

　
▼
そ
の
飽
　
小
爾
決
行
に
つ
き
雨
翼
持
参
の
こ
と
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1
①
㊤
①
1

調
理
踊
の
み
な
さ
ん
へ
聾

　
今
年
は
調
理
舗
法
に
よ
る
2

年
に
桶
度
の
就
業
届
け
を
出
す

年
で
す
。

　
平
成
澱
年
珍
月
綴
臼
現
在
の

就
業
状
溌
を
平
成
焉
年
ま
月
焉

β
ま
で
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

鷺
雇
け
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
調
理
師

　
飲
食
店
営
業
・
魚
介
類
販
売
業
・

総
菜
製
造
業
で
働
く
調
理
緬

　
寄
宿
舎
・
学
校
・
事
業
漸
・
祇
会

禰
祉
施
設
・
介
護
老
人
保
健
施
設
・

矯
正
施
設
・
そ
の
催
の
給
食
施
設

で
働
く
調
理
麟

O
屑
け
出
の
方
法

　
調
理
騨
業
務
従
事
煮
届
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
ま
た
は

郵
送
で
次
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
圏
－
磯
　
松
之
山
町
天
水
越
8
8
－
2

　
　
　
　
　
　
　
　
明
星
籔
館
内

働
新
潟
県
調
理
頗
会
東
頸
城
支
部

垂

、
畷
繋

｛鷹為
蟹
簾募
『露

ぎ
きぐ

ノ鱗礁
ま平成焉年4月から保欝所に入漸を希望される翻兜を葬集し

衰
、

益
ず
’
‘
4

1　町では平成焉驚
さ

1ています、
嚢
葦　　2歳兇以上の皆
ダ

萎　いては特別な案内鉱
漢
1　までに各保膏所・ま

1なお灘廟い
淫

1　◆各保育漸の定1

萎　灘螺翻・

1◆入鵬鱗
峯　　①保護麿が労l

l舗瀦醗
萎　③その纏、購

紫さんには案内状を差し上げますが、来満兜の方につ

1はしませんので、入所を櫓望される方は12月27撮（金）

または役場の総務諜催跳係までご連絡ください。

ている兜麓は、あらためて串請する必要はありません．

撮
至…45名松墨保欝湧…30名浦田保育漸…30名

舞　　①保護麿が労働に従箏し、幼兇の保膏に欠ける場合。

1舗瀦力嚇などのため、幼兜の儲脚する輪

1　③その纏、町長が膿と鋤る稀

1　　　　　　　　◆保麿料

鎮

東
顯
城
郡
医
師
会

休
日
当
番
匡
の
お
知
ら
せ

　　　配，■　　覧■　軸”
w，、

　　　　　噛■A　　　　　料、　　　酬■　　　“納　　榊　納　■
“Wr　　　　　■岬　　臼　　　　　解　　　鞘　　　嚇　　“　ず　嘩　■』w、肺

　
冬
に
な
つ
て
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
4
沁
以
下
に
な
る
と
、
吸
水
管

や
水
道
メ
…
タ
…
、
蛇
口
が
凍
っ
て
水
が
鐵
な
く
な
妙
、
破
裂
し
て

し
ま
う
凍
結
事
故
が
急
に
多
く
な
η
ま
す
。

　
寒
さ
は
水
道
の
大
敵
で
す
。
気
象
通
報
に
注
意
し
て
、
異
常
低
温

注
意
報
な
ど
が
出
た
時
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

県
立
松
代
病
院
か
ら

臨
時
外
来
診
察
の
お
知
ら
せ

　
今
俸
は
年
乗
年
始
期
間
が
9
欝
間
と

大
変
長
い
こ
と
か
ら
、
体
調
の
悪
く
な

ら
れ
た
方
や
カ
ゼ
な
ど
で
お
園
り
の
方

の
た
め
、
次
の
と
お
り
臨
聴
的
に
外
來

診
察
（
内
科
の
み
）
を
行
い
ま
す
．

稔
月
30
β
（
月
）

　
隼
爾
8
時
3
0
分
か
ら
U
時
30
分
ま
で

－
月
2
只
木
）

　
午
繭
8
時
3
0
分
か
ら
U
時
30
分
ま
で

　
ご
利
矯
の
際
は
電
謡
で
ご
確
認

の
上
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
、

稔
月
朽
臼
（
臼
）

　
松
之
山
診
療
漸
　
豊
6
－
2
2
4
0

η
月
30
田
（
月
）
年
末

　
松
之
山
診
療
所
　
容
6
－
2
2
4
0

簾
月
2
霞
（
木
〉
隼
始

　
県
立
松
代
病
院
　
費
7
－
2
i
O
O

　　　■陣冒　　　w　　吃｝　鴨甲
甲｛酬

　　　　　　　　い　　　　　　卯　サ　　　　　　阿■　　　　　嚇－　　　　』いr　　　軸　　、－脚　琳　w　凋甲い

▼
吸
水
毯
や
蛇
O
に
は
布
き
れ

や
毛
布
、
あ
る
い
は
奪
虜
の
保

温
材
を
巻
き
、
ぬ
れ
な
い
よ
う

に
よ
か
ら
ビ
ニ
…
ル
テ
ー
プ
を

隙
間
な
く
巻
い
て
く
だ
さ
い
．

▼
水
遵
メ
ー
タ
…
ボ
ッ
ク
ス
内

に
は
、
布
き
れ
な
ど
の
保
温
材

を
濡
れ
な
い
よ
う
に
ビ
ニ
…
ル

袋
な
ど
に
入
れ
、
メ
ー
タ
…
を

保
護
す
る
よ
う
に
誌
め
て
く
だ

さ
い
。

▼
水
抜
き
栓
・
不
棟
水
栓
を
使

溺
し
て
い
る
ご
家
庭
で
は
、
お

体
み
筋
や
家
を
留
守
に
す
る
と

き
忘
れ
ず
に
水
抜
き
を
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

①
蛇
0
を
開
け
、
⑫
凍
っ
た
部

分
に
タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
③
蛇

G
の
方
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
ま
ん

べ
ん
な
く
か
け
ま
し
ょ
う
。

☆
い
き
な
り
熱
湯
を
か
け
る
と
、

ひ
び
割
れ
や
破
裂
を
起
こ
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
灘
　
、
、
曼
留

①
比
水
栓
（
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス

の
中
に
あ
る
冗
栓
）
を
閉
め
、
㊤

癒
急
処
置
（
破
裂
・
ひ
び
割
れ
し

た
場
蕩
に
布
や
テ
…
プ
を
巻
き

付
け
る
）
を
し
、
③
修
理
を
串
し

込
み
ま
す
。

ぎ
　
ご

轡

窃
の
水
遵
に
関
す
る

問
い
禽
わ
せ
は

建
設
企
業
課
　
水
遵
係
濠
で

　
容
6
－
2
穫
6
2
（
灘
通
）

｝
’
｛
r
ヌ

　　　嚇　｝　　　㎡、　圃、　w■
帥

　　　　　r砧　　　　　軸　　　　“　　　．昂　　　浄　　　鮮－　　帥■’　酬■　早v　舶
嚇

　　　　　　　　　　　　　　　　　』蘭　　　　　　　　　　　　　　　　“■噛　　　　　　　　　　　　　　　嚇凡　　　　　　　　　　　　　　　酬■　　　　　　　　　　　　　■酔　　　　　　　　　　　　　w　　　　　　　　　　　　軸　　　　　　　　　　　マr嚇　　　　　　　　　　皿　　　　　　　　　轄　　　　　　　　脚戸　　　　　　　　洲■　　　　　　㎜　　　　　　■蝦　　　　　醒F　　　　納嚇　　　．帥　r’　　　榊　｝　卯
酬

　　　　■伊　　　酎，噸　　臼榊A　wず
～督帥

魯

∫2

灘灘i躍謎タ鑓ご灘鐵鰯鰹灘漣鱒馨

　鎌年6，000人の方が、突然窃搬病などの搬液難病にかかっていま

す。骨髄移樋を受けることができれぱ、多くの人の命が助かります。

そのためには、白廠球の型が一致する骨髄提供者（ドナー〉が必要

です。でも、…致する確率はわずか数蕎人から数万人に一入。だか

ら…人でも多くの患毒さんを救うためには、たくさんのドナーが

必要になってきます。

　　（登録には腕からの約絶ccの採鋤ですみます。費屠はかか》ません〉

　　　　　　登録驚きるのは
　無齢が20か径50歳蒙驚の健康准痘

登録のお周糖含わ慧嫁フ秘一ダぜヤル

鯛欝麟騨編
　　　　特定葬営利活動法人

全国骨髄バンク推進連絡協議会
　　　　丁εし03－3356－8217
　　藝穏Pl〃WWW。鵬鼠rrOW．or．lp

　町荏会橿祉協議会に寄付をいただき

ました。ありがとうございました。

　◆ライフ『ンス汐ラフ様

　　　金35β89擁
　　（農業祭チャリティーバザー収益金〉

　◆東頸城郡仏教会様
　　　金屡5肇000需

　◆五陽会（5無度高齢餐大禦修了生團憲会）様

　　　金紛，000需

　　　　　　　　　平成越無獄月30磯現樫

漆τ9ア暮　2092SA蟹段iG　G（｝．、し貰），

　IrQKYq，JAP点鰐
箕／2わライオンズクラプより購長へ

軽鱗塾礫ナン繰構獺愛勢購
　獄月工βから県内で使硝される軽趨

動毒に、字光式毒爾番轡標が取り付け

できることになりました．手数料と製

贔癒格で三食当たり1万7千円穣度（莇

後2枚セット〉かかります。希望・蕾は穣

講書を提出する必要がありますので、

詳しくは各飯売店にお聞きください。

灘
灘
久
翼
磁
喪
小
鰻
が

灘
緯
旗
瀧
穴
鐵
愚
謝
賦
嚢
欝

　
2
5
年
も
の
長
き
に
渡
り
、
農
林

水
産
省
の
指
定
統
譜
「
農
業
統
讃

調
萱
」
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
功

績
に
短
し
、
軍
成
M
年
LO
月
爲
臼

新
潟
市
白
慮
会
館
に
お
い
て
、
永

年
協
力
餐
と

し
て
農
林
水

産
大
薙
か
ら

感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

ぼ
　

蟹
鶴

藤

　
雲
で
｝
画
が
白
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
野
鳥
と
の
出
会
い

も
め
っ
き
り
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
こ
の
時
期
だ
け
に

患
会
う
こ
と
の
で
き
る
野
鳥
も
い
ま
す
。

　
「
ツ
グ
ミ
砿
と
い
う
鳥
も
そ
う
で
す
。
冬
鳥
と
し
て
欝
奉
に
渡
っ

て
き
て
、
松
之
由
で
は
玉
0
月
畷
か
ら
見
ら
れ
ま
す
．
大
き
さ
は
ハ

ト
よ
り
少
し
小
さ
く
嚇
ク
ィ
ク
ィ
ク
ィ
、
キ
ッ
キ
ョ
、
キ
ッ
キ
2

と
い
う
特
徴
の
あ
る
欝
で
鳴
き
ま
す
。
こ
の
声
を
聞
く
と
冬
が
近

い
と
感
じ
ま
す
。
ツ
グ
ミ
は
木
の
実
を
好
ん
で
食
べ
ま
す
が
、
特

に
熟
し
た
締
が
大
好
物
の
よ
う
で
、
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
る

姿
を
見
か
け
ま
す
。
　
野
鳥
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
頃
、
柿
の
木

を
探
し
て
は
よ
く
ツ
グ
ミ
の
姿
を
望
遠
鏡
で
見
て
い
ま
し
た
。
翼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
、
薩
の
葬
褐
魚
と
、
葭
い
胸
に
黒
い
斑

点
が
よ
く
穏
立
つ
美
し
い
鳥
で
す
。
一

度
姿
を
見
れ
ば
き
っ
と
フ
ァ
ン
に
な
る

で
し
ょ
う
。

　
皆
さ
ん
も
楠
の
木
を
目
指
し
て
患
か

け
て
み
ま
せ
ん
か
。
き
っ
と
そ
こ
に
は

ツ
グ
ミ
の
姿
が
…
…
。

　
　
　
　
　
　
　
〈
文
責
　
蕎
橋
良
一
）

繊
稔
月
の
探
鳥
会

　
▼
田
　
聴
　
捻
月
2
8
欝
（
土
）

　
　
　
　
　
　
午
前
9
蒋
も
雄
時
3
0
分
ま
で

　
▼
場
　
所
　
松
撒
須
由
地
獲
（
美
人
林
駐
車
場
集
合
）

　
▼
そ
の
飽
　
小
爾
決
行
に
つ
き
雨
翼
持
参
の
こ
と
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　松
之
識
ジ
誌
瓢
ア

　
　
　
　
　
ス
埠
ー
ケ
讐
ブ

い
よ
い
よ
ス
キ
…
シ
ー
ズ
ン
閥
近

と
な
り
ま
し
た
。
ス
キ
ー
技
術
の
両

上
と
選
手
育
成
を
め
ざ
し
て
ジ
三
幽

ア
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
ま
す
。

▼
入
会
資
格

　
小
学
生
、
中
学
甕
、
嵩
校
生

▼
会
費

　
町
内
　
王
5
、
0
0
0
円

　
町
外
王
7
、
0
0
0
円

　
（
リ
フ
ト
シ
…
ズ
ン
券
、
コ
…
チ

　
代
、
諸
費
矯
）

※
驚
内
の
小
学
甕
と
中
学
挑
は
ス
キ

…
授
業
の
助
成
金
が
町
か
ら
患
ま
す

の
で
、
蓉
子
割
引
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
練
習
計
醸

　
シ
…
ズ
ン
中
の
土
・
欝
・
休
藏

　
及
び
冬
・
春
休
み
期
問
中

▼
練
習
時
闇

　
午
蔚
の
場
合

　
　
9
時
3
0
分
～
難
時
3
0
分

　
午
後
の
場
含

　
　
1
時
30
分
～
3
時
3
0
分

▼
傷
害
保
険

　
各
自
ス
ポ
ー
ツ
保
険
に
撫
入
す
る

こ
と
。
〈
ス
キ
…
指
導
中
の
傷
審
は

闘
チ
攣
レ
ン
ジ
灘
鳥
2
7
ブ

【
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
通
に
な
ろ
う
】

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
っ
て
ど
ん
な
園
？

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
賞
本
人
学
校
の
髭
生

を
し
た
こ
と
の
あ
る
松
墨
小
学
校
、

深
澤
売
生
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
つ

い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
期
鶏
　
1
月
n
欝
（
土
）

▼
時
闘
　
午
蒲
鐙
時
～

▼
場
駈
。
休
養
村
セ
ン
タ
ー

▼
講
舗
　
深
澤
先
生
（
松
璽
小
）

ン5

’樹

▼▼▼なすり
場鋳期。。お！
駈闘臼

1
月
8
β
ハ
水
〉

午
崩
9
時
～

休
養
村
セ
ン
タ
ー

灘
瓢
灘
教
叢

翔
の
ニ
コ
ニ
コ
教
室
は
手
づ
く

も
ち
ゃ
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
…
で

さ
て
ど
ん
な
お
詣
が
聞
け
る
か

羅訟窺鶴難体験溝勤等
糞援慧ンター篭騨設し審した

ス
キ
ー
学
校
で
触
入
済
）

▼
練
蟹
開
始
β

　
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン
後

▼
指
導
管
理

　
松
之
山
ス
キ
…
協
会

　これからの蒋代を撮う子供達に、穀会性と思いやりの心

など肇かな人問牲を育むために、学校の内外を通じた奉仕

活動、体験括動が重要とされています。そのため纏広く関係

機関や獲体との連携を泌り、燐報提僕やコーディネート等

を行う支援センター一を、町中央公鷺館（休養村センター〉内

に設鐙しました．子ども達の奉仕活動や体験括動の充実を

図るためにぜひご活胴ください。

◆憲な業務………
　口惰報提供……幡広く体験活動などの構報を収藁し握

　供します。ヂ湯罵ガイド」やヂ公罠飽ホームページ」をご

　覧ください．
　口掘談に対施i・・…辱今までの学習椙談とも遵携し、幡広く

　体験活動等の相談に対緬しま：す．

　口醗修会等の麗催……要講により、子ども会などの指導

　蓄を対象に各種研修盆を計爾します、お気軽にご相談

　ください。

礁：

◆聞い合わせは………

　松之由麟体験活動箸支援センター

（体養粒センター内）
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皆の必は暖かくな珍ます。舞礁ク

りス窯スi溝近づく

　灘．癒獄暴傑の購の懇樋畿溝よみ

　が難繋憲i蕪懇う紅鞍さ恥っぽ麟に

　襟珍漢誘雌鍛太饗もク碧ス驚スは

　楽珍灘獄織飾蝶誘。

　　讃集のタ鰻ス照スの時は、嶺吉

　癬獲輪叢鞍懸．添一ム漁テ曜業響は

　葬講穆滋のi習擬と購¢ようにク拶

i　蒸驚蒸蟹拶一を立懇燕翰、プ瑳慧
ち

i　灘欝交換移蓬の、ヌ》鱒タカのクッギー一を俸っだり
手

　轡漢珍懸。獲醐力の家族の議とや、ク穆スマス
ξ
i　の歌灘料禦懇愚麟鵡移癒寂葛くなの叢しだ。逆に
も
し、

鑓本の皆さんがアメリカぞ銀月を過ごしたら、岡

毛）ように鷺本の鐙月は感δな輪と思います。

アメ拶力ではお証月に友達とパーティをしたり

　　　　　お溺を飲んだりします。そして鴛

　　　　　時になると、あけましておめでと

　　　　　う1と書っでみんなを抱きしめま

　　　　　す．臼本のお琵月とは金然違うと

　　　　　患います。β黍のお鐙月はアメリ

　　　　　カのク鍍スマスに似て恥ます。圏

　　　　　によって概籔の視麟方が違いおも

　　　　　しろいと思鱒ま婁。

　　　　　　アメ妻3カではタリスマスはとて

も大切な臼です。そして遜本ではお琵月がとても

大切懸縫饗す。皆さんも本蝿はお疋月は家で過ご

すことを望む艶しょう。
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　　　　　醗．322

「新春を迎えて誘
　～簿摂年頭あいさつ～　》・P2～3

r禽併問題集落懇談会報告」
　～皆標のご慧晃ご質醐に町長が箒えます～　》・P4～6

『上鴻手歌舞伎の歩み誰
　～町無形文化財の潅動を紹介～　籍P8～9

ギ真新しい集会所で新隼を逢
　～光醐集落センターが籍築され謹した～　》∫臓O

ギ池脱に薫大広欝塔鵡現議
　～漿翻プラン支援霧薬のアート搾鍼が完成～　勤Pn 棚照、野羅、ブナーいいな～1

　　松之出の自然ll
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＼
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漣
再
魯
魯
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鞭
鯵
鶏

おめでた（出生）
おぶひま

智久ちゃん　　　滝澤豊瀦・優子さん

　　　　　　　　　　天水越（小坂）

おくやみ（死亡）

趨沢秀治さん86歳　　湯　山（茄城）
薦橋セッ子さん　65歳　　天水騰（半助）

＊11月ま臼から難月309までの届出分です。

＊広報に載せてほしくない方は、愚撮の蒔

　に窓環にお話ください。

覇
　　　　　　　llt月30黛現窪

総人口　3，鐙王人（一7）

　　男王，505人（一4）

　　女　1，596人（一3〉

鷺帯数　王，10！戸（一4）

　　　（〉内は萬月との比較

　町民憲章　昭鱗聯碇
わた’したちは松之山町民です。郷土を愛し、

みんなでよりよい町づくりをしよう。

購民の合諮藥

　　玉、葵しい緑と雪の中で

　　　　　　　心豊かな人になろう
　　玉、ブナの穂が触れ禽うように

　　　　　　　連体の心をもとう
　　三、湧きいづる湯泉のように

　　　　　　　翻造の力を高めよう

温泉是傭日
温泉｛2ン9－1翠の湯

囎132・261
　　　　　　　　　　冬鞠閉鎖中

霊則麗耀日1

灘難鷺ンタ畷灘灘濤蟻霧撫勢繋

臓12月から3月まで冬期営業購間になります。

　　　午箭鶏時～午後9隠まで

口壕月から4月まで冬期休鋸日になります。

　　　　毎遇木曜が休館臼

働＠診輸シ群蟻雲
　　　　　　　　　　　　　i訟嶽働綜i奮漸　藝選毒i翻i

驚
銭
．
撫

喪
《
　

むらやまたくみくん
　（松之山・角薗屡）

ぽ（亡し、しガわ①蕊じいちやれガ響ち

つ1ら1ひごひるご〔3ろ。

Qつがバ・ソ’ウ（じろうごしたら（∈ユギち1やったσ）。

、鳥

むらやまこうきくん
　（藤内名・となり）

∞∞、

鷹
辮
蔑
．
、

お（ンうされ亡窃ガあεれご

　霞（こ｝εれぽしこひるごこヨろ、

※総妻戯臭欝駈は今⑨ご鍵了ご窃．新鋒董自霧ガら総璽礫欝演マ¢漢わoま寄。

松塁保脅斯きりん総女子

　
姦
　
　
彦

各
保
薄
斯
で
お
遊
戯
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ど
こ
の
会
揚
も
お
父
さ
ん
の
カ
メ
ラ
マ
ン
で

い
っ
ぱ
い
。
み
ん
な
上
黍
に
で
き
濠
し
た
。

診騰にアンケ締朧鰍謎臆塚た菰報誌のこと構
i晒政食般のこと、何でも結構でずので幅意見をお寄せくだi
遜い．窒摘型にのり／調してそのままポストヘ勝はし旨

iりません．　　　　　　　　　　　　　1
叢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酬｝岬岬’ご囲｝’一脚耐嚇く
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